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● 子育て支援総合センターの愛称を募集
● 子ども手当の申請はお済みですか？　　
● 国勢調査にご協力を !! 
● 「町長と語り合う集い」参加者を募集 !! 
● 平成 23年度公募型補助金事業を募集　
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● 9 月 1日は「防災の日」 
● OISO チャレンジフェスティバル 2010　
● 旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑫
● 図書館・郷土資料館だより
● 情報コーナー

※この広報誌は再生紙を使用しています

▲大磯城山公園展望台から眺めるダイヤモンド富士 （写真提供：大磯城山公園）

〔関連記事は３ページ〕
ダイヤモンド富士情報：大磯城山公園…9月１日（水）・2日（木）/日没

照ヶ崎海岸…9月2日（木）・3日（金）/日没（ ）
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た
か
と
り
幼
稚
園
・
国
府
中
学
校
に

　
　
　
　
　
　
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

▲太陽光発電設備（国府中学校）

　

総
務
大
臣
が
任
命
し
た
非
常
勤
国

家
公
務
員
で
あ
る
、「
国
勢
調
査
員
」

が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査

票
な
ど
を
お
配
り
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
す
る
際
は
、

「
国
勢
調
査
員
」
の
証
で
あ
る
腕
章
を

つ
け
、
調
査
員
証
を
首
か
ら
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
意
識
の
高
揚
と
昼

間
不
在
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

調
査
を
行
う
環
境
も
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
調
査
項
目
や
調
査
方

法
な
ど
を
見
直
す
こ
と
で
、
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
く
世
帯
の
負
担
を
減

ら
し
、
正
確
な
調
査
に
努
め
ま
す
。

【
調
査
項
目
の
見
直
し
】

　

調
査
項
目
で
あ
る
、「
家
計
の
収
入

の
種
類
」
と
「
就
業
時
間
」
は
廃
止

し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
床
面
積
の
実
数
記

入
か
ら
選
択
記
入
方
法
へ
の
切
り
替

え
な
ど
見
直
し
が
行
わ
れ
、
よ
り
記

入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
調
査
票
の
封
入
提
出
方
式
の
全
面
導

入
】

　

世
帯
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

て
、
調
査
員
に
調
査
票
を
提
出
す
る

場
合
で
も
、
調
査
票
は
封
筒
に
封
入

し
て
提
出
し
ま
す
。（
調
査
員
は
調
査

票
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
郵
送
提
出
方
式
の
導
入
】

　

日
中
不
在
が
ち
な
世
帯
で
も
円
滑

に
調
査
票
が
提
出
で
き
る
よ
う
、
調

査
員
へ
の
提
出
の
ほ
か
、
郵
送
に
よ

る
提
出
も
で
き
ま
す
。

【
調
査
の
対
象
】

　

10
月
１
日
現
在
、
ふ
だ
ん
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
居
住
す
る
外
国
の
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
調
査
項
目
】

　

世
帯
員
に
関
す
る
事
項
と
世
帯
に

関
す
る
事
項
で
、
主
な
項
目
は
、
氏

名
及
び
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、

現
在
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
期
間
、

世
帯
員
の
数
、
就
業
状
態
、
従
業
地
、

住
居
の
種
類
な
ど
20
項
目
で
す
。

【
調
査
票
の
配
布
】

　

９
月
23
日
（
木
）
か
ら
30
日
（
木
）

に
か
け
て
、
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪

問
し
、
調
査
の
内
容
を
簡
単
に
説
明

し
な
が
ら
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　

調
査
票
の
記
入
の
仕
方
を
参
考
に

調
査
票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
調
査
票
の
提
出
】

　

10
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
日
（
木
）

に
か
け
て
、
調
査
員
が
お
約
束
し
た

日
時
に
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
調

査
票
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

郵
送
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。

　

　

回
答
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

統
計
法
で
厳
格
に
個
人
情
報
が
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

集
計
を
終
え
た
調
査
票
は
溶
解
処

理
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
票
と
し
て

残
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し

て
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
や
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
他
、
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
や
学
術
、
教
育
、

民
間
な
ど
に
お
い
て
広
く
利
用
さ
れ

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

国
勢
調
査
実
施
本
部　

　
（
政
策
課
内
）

　

☎
内
線
２
０
６
・
２
０
７

９
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

調
査
方
法
が
変
わ
り
ま
す

調
査
内
容

調
査
の
流
れ

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

結
果
の
活
用

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

▼
所
在
地

　
　

大
磯
町
国
府
新
宿
１
３
１
番
地

▼
募
集
期
限

　
　

９
月
30
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
本
庁
舎
１
階

子
育
て
支
援
室
、
国
府
支
所
ま
た

は
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
に

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
「
エ
コ
の
町
・
大
磯
」
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
た
か
と
り
幼
稚
園
、

国
府
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備

（
10 

kw
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

で
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
等
の
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
環
境
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
育
成
課　

☎
内
線
３
２
２

　

応
募
用
紙
は
本
庁
舎
１
階
子
育

て
支
援
室
、
国
府
支
所
ま
た
は
子

育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
に
置
い

て
あ
る
他
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎（
71
）
３
３
７
７

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
の
申
請
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
（
15
歳

に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）

前
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
額　

　

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
月
額
１

万
３
千
円

▼
支
払
時
期

　

10
月
、
平
成
23
年
２
月
に
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

　

平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
児

童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

で
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
方
、
も
し
く
は
児

童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で

中
学
２
・
３
年
生
を
養
育
し
て
い

る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

転
入
や
出
生
に
よ
り
新
た
に
対

象
と
な
っ
た
方
を
除
き
、９
月
30
日

（
木
）を
過
ぎ
る
と
、４
月
分
か
ら
の

支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▼
必
要
な
書
類

・
申
請
者
が
会
社
員
等
で
あ
る
場
合

健
康
保
険
証
の
写
し
等

・
お
子
さ
ん
が
別
居
の
場
合
、
住
民

票
等

※

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
室　

☎
内
線
３
０
５

　

５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、「
横
溝
千
鶴
子
記
念
子
育
て
支
援

総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　平成 23 年度に町立幼稚園入園予定園児
の保護者を対象に、幼稚園での生活内容等
について説明会を開催します。
　各園、次の日程で行いますのでお越し下
さい。

▼とき・連絡先
　・大磯幼稚園　 10 月５日（火）
　　☎（61）0505
　・小磯幼稚園　 10 月６日（水）
　　☎（61）4093
　・国府幼稚園　 10 月１日（金）
　　☎（71）0549
　・たかとり幼稚園　 10 月８日（金）
　　☎（71）3050

※時間は、いずれも午前 10 時～11時。会
場は大磯・小磯・国府各幼稚園は２階ホー
ル、たかとり幼稚園は 1階ホールです。

◎問い合わせ
　子育て支援室　☎内線 305

町立幼稚園の

入園説明会開催

町立幼稚園の

入園説明会開催

〜
９
月
30
日（
木
）ま
で
に
手
続
き
を
〜

に
ご
協
力
を
！！

国勢調査は　
　みんなで描く　
　　日本の自画像

平成 22 年
国勢調査
標語

   10 月 1日　国勢調査を実施します。

国勢調査は、平成 22年10月1日現在、日本に住んでいるすべての人及び

世帯が対象です。

調査結果は、さまざまな法令に基づいて使われるほか、社会福祉、雇用対策、

生活環境の整備など、私たちのより良い生活のために役立てられます。

調査票へのご回答、よろしくお願いいたします。

総務省統計局

▼
▼

▼

　

今
年
は
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
の
年
で
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初

の
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・

世
帯
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　　　　　広報おおいそ　平成22年9月 2
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太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

▲太陽光発電設備（国府中学校）

　

総
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大
臣
が
任
命
し
た
非
常
勤
国

家
公
務
員
で
あ
る
、「
国
勢
調
査
員
」

が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査

票
な
ど
を
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配
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し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
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宅
を
訪
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す
る
際
は
、

「
国
勢
調
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員
」
の
証
で
あ
る
腕
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を

つ
け
、
調
査
員
証
を
首
か
ら
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ま
す
。

　

個
人
情
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保
護
意
識
の
高
揚
と
昼

間
不
在
世
帯
の
増
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な
ど
に
よ
り
、

調
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、
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で
、
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の
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、
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に
努
め
ま
す
。

【
調
査
項
目
の
見
直
し
】

　

調
査
項
目
で
あ
る
、「
家
計
の
収
入

の
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類
」
と
「
就
業
時
間
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は
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し
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す
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ま
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、
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ど
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、
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目
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で
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る
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、
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就
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状
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、
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、
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配
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23
日
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か
ら
30
日
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に
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、
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各
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、
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の
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簡
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の
記
入
の
仕
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に

調
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に
記
入
し
て
く
だ
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い
。

【
調
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出
】

　

10
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１
日
（
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か
ら
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（
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）

に
か
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て
、
調
査
員
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た

日
時
に
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し
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す
の
で
、
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を
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し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

郵
送
に
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る
提
出
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き
ま
す
。

　

　

回
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し
て
い
た
だ
い
た
調
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票
は
、
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法
で
厳
格
に
個
人
情
報
が
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

集
計
を
終
え
た
調
査
票
は
溶
解
処

理
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
票
と
し
て

残
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し

て
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
や
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
他
、
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
や
学
術
、
教
育
、

民
間
な
ど
に
お
い
て
広
く
利
用
さ
れ

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

国
勢
調
査
実
施
本
部　

　
（
政
策
課
内
）

　

☎
内
線
２
０
６
・
２
０
７

９
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

調
査
方
法
が
変
わ
り
ま
す

調
査
内
容

調
査
の
流
れ

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

結
果
の
活
用

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

▼
所
在
地

　
　

大
磯
町
国
府
新
宿
１
３
１
番
地

▼
募
集
期
限

　
　

９
月
30
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
本
庁
舎
１
階

子
育
て
支
援
室
、
国
府
支
所
ま
た

は
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
に

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
「
エ
コ
の
町
・
大
磯
」
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
た
か
と
り
幼
稚
園
、

国
府
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備

（
10 

kw
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

で
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
等
の
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
環
境
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
育
成
課　

☎
内
線
３
２
２

　

応
募
用
紙
は
本
庁
舎
１
階
子
育

て
支
援
室
、
国
府
支
所
ま
た
は
子

育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
に
置
い

て
あ
る
他
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎（
71
）
３
３
７
７

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
の
申
請
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
（
15
歳

に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）

前
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
額　

　

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
月
額
１

万
３
千
円

▼
支
払
時
期

　

10
月
、
平
成
23
年
２
月
に
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

　

平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
児

童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

で
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
方
、
も
し
く
は
児

童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で

中
学
２
・
３
年
生
を
養
育
し
て
い

る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

転
入
や
出
生
に
よ
り
新
た
に
対

象
と
な
っ
た
方
を
除
き
、９
月
30
日

（
木
）を
過
ぎ
る
と
、４
月
分
か
ら
の

支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▼
必
要
な
書
類

・
申
請
者
が
会
社
員
等
で
あ
る
場
合

健
康
保
険
証
の
写
し
等

・
お
子
さ
ん
が
別
居
の
場
合
、
住
民

票
等

※

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
室　

☎
内
線
３
０
５

　

５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、「
横
溝
千
鶴
子
記
念
子
育
て
支
援

総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　平成 23 年度に町立幼稚園入園予定園児
の保護者を対象に、幼稚園での生活内容等
について説明会を開催します。
　各園、次の日程で行いますのでお越し下
さい。

▼とき・連絡先
　・大磯幼稚園　 10 月５日（火）
　　☎（61）0505
　・小磯幼稚園　 10 月６日（水）
　　☎（61）4093
　・国府幼稚園　 10 月１日（金）
　　☎（71）0549
　・たかとり幼稚園　 10 月８日（金）
　　☎（71）3050

※時間は、いずれも午前 10 時～11時。会
場は大磯・小磯・国府各幼稚園は２階ホー
ル、たかとり幼稚園は 1階ホールです。

◎問い合わせ
　子育て支援室　☎内線 305

町立幼稚園の

入園説明会開催

町立幼稚園の

入園説明会開催

〜
９
月
30
日（
木
）ま
で
に
手
続
き
を
〜

に
ご
協
力
を
！！

国勢調査は　
　みんなで描く　
　　日本の自画像

平成 22 年
国勢調査

標語

   10 月 1日　国勢調査を実施します。

国勢調査は、平成 22年10月1日現在、日本に住んでいるすべての人及び

世帯が対象です。

調査結果は、さまざまな法令に基づいて使われるほか、社会福祉、雇用対策、

生活環境の整備など、私たちのより良い生活のために役立てられます。

調査票へのご回答、よろしくお願いいたします。

総務省統計局

▼
▼

▼
　

今
年
は
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
の
年
で
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初

の
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・

世
帯
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

広報おおいそ　平成22年9月3



講
演
会
を
開
催

　（
仮
称
）
大
磯
町
自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け
て

▼
対
象
者
及
び
開
催
日

①
月
京
地
区
在
住
の
方

　

９
月
21
日
（
火
）
午
後
７
時
〜

②
台
町
地
区
在
住
の
方

　

９
月
24
日
（
金
）
午
後
７
時
〜

③
黒
岩
地
区
在
住
の
方

　

９
月
30
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

▼
開
催
場
所　

役
場
３
階
公
室

▼
募
集
人
数　

各
回
10
人

▼
申
込
方
法

電
話
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

ど
に
よ
り
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
下
さ

い
。（
先
着
順
）

◎
申
込
先　

〒
２
５
５
│
８
５
５
５

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

　

大
磯
町
役
場
政
策
課　

　

☎
内
線
２
０
６　

　

FAX
（
61
）
１
９
９
１

　

里
山
と
は
、
人
々
の
暮
ら
し
の
す

ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
育
ま
れ
、
維
持
さ
れ
て
き
た
地

域
で
す
。

　

人
と
自
然
が
共
生
す
る
場
で
あ
っ

た
里
山
は
、
十
分
な
維
持
、
管
理
が

行
わ
れ
ず
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　

町
の
約
７
割
を
緑
（
森
林
）
が
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を

維
持
し
、
放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
し
ま
っ

た
自
然
の
調
査
・
保
全
活
動
を
進
め

ま
す
。

　　

大
磯
の
自
然
の
現
状
を
調
査
す
る

と
と
も
に
、
保
全
と
再
生
を
図
る
た

め
の
研
究
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
里
山
の
手
入
れ
作

業
を
行
っ
た
り
、
町
民
の
方
が
気
軽

に
里
山
と
触
れ
合
え
る
場
作
り
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
・
条
件
】

・
18
歳
以
上
の
健
康
な
方

・
里
山
の
整
備
に
興
味
が
あ
り
、
継

続
的
に
手
入
れ
作
業
が
で
き
る
方

【
募
集
人
数
】

　

10
人
程
度

【
募
集
期
間
】

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
15
日
（
金
）

【
応
募
方
法
】

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
た
書
類
（
書
式

は
自
由
）
を
提
出
す
る
か
、
電
話
、Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
はe-m

ail

に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

　

大
磯
町
役
場

　

環
境
経
済
課　

☎
内
線
３
５
９

　

FAX
（
61
）
１
９
９
１

e-m
ail:kankyo@

tow
n.oiso.kan

agaw
a.jp

　
町
で
は
、「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

里
山
調
査
隊
を
大
募
集

募
集
の
内
容

! !

　

自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
の
憲

法
と
も
言
わ
れ
、
多
く
の
自
治
体
で

条
例
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
昨
年
５
月
か
ら
（
仮
称
）

大
磯
町
自
治
基
本
条
例
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
今
年
度
中
の
条
例
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
条

例
の
内
容
や
進
捗
状
況
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
講
演
し
ま
す
。
条
例
に
つ

い
て
皆
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
意
見
交
換
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

10
月
２
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室

▼
定
員　

70
人

▼
講
師　

諸
坂　

佐
利
氏
（（
仮
称
）

大
磯
町
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員

会
委
員
長
、
神
奈
川
大
学
法
学
部

准
教
授
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

☎
内
線
２
３
６

〜
私
た
ち
の
町
の
憲
法
を
い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
せ
ん
か
？
〜

大
磯
の
里
山
を
守
る
た
め
に

里
山
調
査
隊
の
募
集

7

▲里山の手入れをする人たち

講
演
会
を
開
催

「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」

「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」

「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」

参
加
者
を
募
集

参
加
者
を
募
集

参
加
者
を
募
集

！！！！！！

　

町
で
は
町
内
で
活
動
す
る
団
体
等

に
補
助
金
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
基
準
は
社
会
需
要

や
公
益
性
を
重
視
し
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
原
則
と
し
て
補
助
期
間
は

３
年
間
で
す
。
ま
た
、
活
動
意
欲
の

あ
る
団
体
を
育
成
す
る
た
め
、
法
令

等
で
定
め
の
あ
る
も
の
や
町
長
が
特

に
必
要
と
認
め
る
も
の
を
除
き
、
原

則
と
し
て
補
助
事
業
は
公
募
と
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
も
次
の
内

容
で
、
補
助
金
等
交
付
規
則
に
基
づ

き
補
助
金
交
付
対
象
事
業
を
募
集
し

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、財政課までお問い合わせください。

◎
問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

☎
内
線
２
１
６

　

町
で
は
、
旧
吉
田
茂
邸
再
建
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
応
援
自
動

販
売
機
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
建
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
、
エ
フ
・
ヴ
ィ
セ
ン
ト
ラ
ル
株
式

会
社
と
新
た
な
覚
書
を
交
わ
し
、
既

存
の
２
機
に
加
え
、
６
月
か
ら
生
涯

学
習
館
の
自
動
販
売
機
で
、
さ
ら
に

は
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
株
式
会
社

と
覚
書
を
締
結
し
、
７
月
か
ら
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
の
自
動
販
売
機
で
寄

附
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
に
立
ち
寄
ら
れ
る
際
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
、
再
建
基
金
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
援
自
動
販
売
機
を
追
加
設
置
!!

応
援
自
動
販
売
機
を
追
加
設
置
!!

応
援
自
動
販
売
機
を
追
加
設
置

〜
役
場
本
庁
舎
に
続
い
て
、

!!

　

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
「
海
か
ら
見
る
大
磯
町
」
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
真
鶴
港
出
港
後
は
、
初
島

付
近
ま
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
も

行
い
ま
す
。

▼
実
施
日　

10
月
28
日（
木
）・29
日（
金
）

▼
集
合
場
所　

大
磯
港
港
湾
管
理
事

務
所
前

▼
定
員　

両
日
50
人

▼
申
込
期
間　

９
月
６
日
（
月
）
〜

30
日
（
木
）

▼
コ
ー
ス　

８
時
集
合
↓
８
時
30
分

大
磯
港
発
↓
９
時
30
分
真
鶴
港
着

↓
10
時
30
分
真
鶴
港
発
↓
初
島
付

近
ま
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
↓
13
時
30

分
大
磯
港
着
↓
昼
食
↓
解
散

※

当
日
の
天
候
等
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
費
（
予
定
）　

１
，
５
０
０
円

（
食
事
代
含
）

▼
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
つ

き
２
名
ま
で
可
）
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
日
を
記
入
の
上

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
で

定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
申
込
先　

大
磯
港
港
湾
管
理
事
務

所　

〒
２
５
５
│
０
０
０
３

　

大
磯
町
大
磯
１
３
９
８
│
１
８

◎
問
い
合
わ
せ

　

み
な
と
推
進
室　

☎（
61
）５
７
１
９

自
動
販
売
機
設
置
者
の
方
へ

　

自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る
方

で
、
旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
内
線
２
２
１

【
事
業
内
容
】

平
成
23
年
度
公
募
型
補
助
金
事
業
を
募
集

平
成
23
年
度
公
募
型
補
助
金
事
業
を
募
集

平
成
23
年
度
公
募
型
補
助
金
事
業
を
募
集

「
生
涯
学
習
館
」
と
「
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
〜

　（
仮
称
）
大
磯
町
自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け
て

▲賛同事業者の ダイドー
ドリンコ㈱の玉崎さん
（世代交流センター前にて）

「
大
磯
〜
真
鶴
周
遊
ク
ル
ー
ズ
」
を
開
催

補助金等交付規則及び公募型補助金交付要綱をご覧のう
え、所定の申請書等を各事業の所管課へ提出してください。
（提出の際は必ず所管課にご相談ください。）なお、平成
22年度の補助金交付団体も申請が必要となります。
規則及び要綱、申請書等は財政課窓口で配布します。また、
町ホームページからも入手できます。

・公益性、公平性に優れた内容で、社会的需要度が高いこと
・団体における公正性が認められること

安全対策事業、福祉対策事業、健康づくり事業、交流対策
事業、自然環境事業、次世代育成事業、生涯学習事業、文
化スポーツ活動事業、まちづくり事業、地域活性化事業

原則として対象事業にかかる経費の１／２以内で、予算
の範囲内で決定します。（ただし、一部補助対象外となる
経費があります。）

補助金交付基準等に基づく審査のうえ、補助対象事業を
決定します。

９月 30 日（木）【必着】

対象事業を行う町内の団体対象団体

交付基準

対象事業

補 助 額

事業採択

応募要領

提出期限

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
寄
附
活
動

▲船舶
　（シーフレンドⅠ）

▲中丸地区在住の方と語り合う様子

「
大
磯
〜
真
鶴
周
遊
ク
ル
ー
ズ
」
を
開
催

大
磯
港
活
性
化
に
関
す
る
社
会
実
験
と
し
て
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
行
い
ま
す

　　　　　広報おおいそ　平成22年9月 4



講
演
会
を
開
催

　（
仮
称
）
大
磯
町
自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け
て

▼
対
象
者
及
び
開
催
日

①
月
京
地
区
在
住
の
方

　

９
月
21
日
（
火
）
午
後
７
時
〜

②
台
町
地
区
在
住
の
方

　

９
月
24
日
（
金
）
午
後
７
時
〜

③
黒
岩
地
区
在
住
の
方

　

９
月
30
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

▼
開
催
場
所　

役
場
３
階
公
室

▼
募
集
人
数　

各
回
10
人

▼
申
込
方
法

電
話
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

ど
に
よ
り
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
下
さ

い
。（
先
着
順
）

◎
申
込
先　

〒
２
５
５
│
８
５
５
５

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

　

大
磯
町
役
場
政
策
課　

　

☎
内
線
２
０
６　

　

FAX
（
61
）
１
９
９
１

　

里
山
と
は
、
人
々
の
暮
ら
し
の
す

ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
育
ま
れ
、
維
持
さ
れ
て
き
た
地

域
で
す
。

　

人
と
自
然
が
共
生
す
る
場
で
あ
っ

た
里
山
は
、
十
分
な
維
持
、
管
理
が

行
わ
れ
ず
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　

町
の
約
７
割
を
緑
（
森
林
）
が
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を

維
持
し
、
放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
し
ま
っ

た
自
然
の
調
査
・
保
全
活
動
を
進
め

ま
す
。

　　

大
磯
の
自
然
の
現
状
を
調
査
す
る

と
と
も
に
、
保
全
と
再
生
を
図
る
た

め
の
研
究
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
里
山
の
手
入
れ
作

業
を
行
っ
た
り
、
町
民
の
方
が
気
軽

に
里
山
と
触
れ
合
え
る
場
作
り
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
・
条
件
】

・
18
歳
以
上
の
健
康
な
方

・
里
山
の
整
備
に
興
味
が
あ
り
、
継

続
的
に
手
入
れ
作
業
が
で
き
る
方

【
募
集
人
数
】

　

10
人
程
度

【
募
集
期
間
】

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
15
日
（
金
）

【
応
募
方
法
】

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
た
書
類
（
書
式

は
自
由
）
を
提
出
す
る
か
、
電
話
、Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
はe-m

ail

に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

　

大
磯
町
役
場

　

環
境
経
済
課　

☎
内
線
３
５
９

　

FAX
（
61
）
１
９
９
１

e-m
ail:kankyo@

tow
n.oiso.kan

agaw
a.jp

　
町
で
は
、「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

里
山
調
査
隊
を
大
募
集

募
集
の
内
容

! !

　

自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
の
憲

法
と
も
言
わ
れ
、
多
く
の
自
治
体
で

条
例
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
昨
年
５
月
か
ら
（
仮
称
）

大
磯
町
自
治
基
本
条
例
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
今
年
度
中
の
条
例
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
条

例
の
内
容
や
進
捗
状
況
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
講
演
し
ま
す
。
条
例
に
つ

い
て
皆
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
意
見
交
換
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

10
月
２
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室

▼
定
員　

70
人

▼
講
師　

諸
坂　

佐
利
氏
（（
仮
称
）

大
磯
町
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員

会
委
員
長
、
神
奈
川
大
学
法
学
部

准
教
授
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

☎
内
線
２
３
６

〜
私
た
ち
の
町
の
憲
法
を
い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
せ
ん
か
？
〜

大
磯
の
里
山
を
守
る
た
め
に

里
山
調
査
隊
の
募
集

7

▲里山の手入れをする人たち

講
演
会
を
開
催

「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」

「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」

「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」

参
加
者
を
募
集

参
加
者
を
募
集

参
加
者
を
募
集

！！！！！！

　

町
で
は
町
内
で
活
動
す
る
団
体
等

に
補
助
金
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
基
準
は
社
会
需
要

や
公
益
性
を
重
視
し
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
原
則
と
し
て
補
助
期
間
は

３
年
間
で
す
。
ま
た
、
活
動
意
欲
の

あ
る
団
体
を
育
成
す
る
た
め
、
法
令

等
で
定
め
の
あ
る
も
の
や
町
長
が
特

に
必
要
と
認
め
る
も
の
を
除
き
、
原

則
と
し
て
補
助
事
業
は
公
募
と
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
も
次
の
内

容
で
、
補
助
金
等
交
付
規
則
に
基
づ

き
補
助
金
交
付
対
象
事
業
を
募
集
し

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、財政課までお問い合わせください。

◎
問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

☎
内
線
２
１
６

　

町
で
は
、
旧
吉
田
茂
邸
再
建
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
応
援
自
動

販
売
機
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
建
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
、
エ
フ
・
ヴ
ィ
セ
ン
ト
ラ
ル
株
式

会
社
と
新
た
な
覚
書
を
交
わ
し
、
既

存
の
２
機
に
加
え
、
６
月
か
ら
生
涯

学
習
館
の
自
動
販
売
機
で
、
さ
ら
に

は
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
株
式
会
社

と
覚
書
を
締
結
し
、
７
月
か
ら
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
の
自
動
販
売
機
で
寄

附
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
に
立
ち
寄
ら
れ
る
際
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
、
再
建
基
金
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
援
自
動
販
売
機
を
追
加
設
置
!!

応
援
自
動
販
売
機
を
追
加
設
置
!!

応
援
自
動
販
売
機
を
追
加
設
置

〜
役
場
本
庁
舎
に
続
い
て
、

!!

　

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
「
海
か
ら
見
る
大
磯
町
」
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
真
鶴
港
出
港
後
は
、
初
島

付
近
ま
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
も

行
い
ま
す
。

▼
実
施
日　

10
月
28
日（
木
）・29
日（
金
）

▼
集
合
場
所　

大
磯
港
港
湾
管
理
事

務
所
前

▼
定
員　

両
日
50
人

▼
申
込
期
間　

９
月
６
日
（
月
）
〜

30
日
（
木
）

▼
コ
ー
ス　

８
時
集
合
↓
８
時
30
分

大
磯
港
発
↓
９
時
30
分
真
鶴
港
着

↓
10
時
30
分
真
鶴
港
発
↓
初
島
付

近
ま
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
↓
13
時
30

分
大
磯
港
着
↓
昼
食
↓
解
散

※

当
日
の
天
候
等
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
費
（
予
定
）　

１
，
５
０
０
円

（
食
事
代
含
）

▼
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
つ

き
２
名
ま
で
可
）
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
日
を
記
入
の
上

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
で

定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
申
込
先　

大
磯
港
港
湾
管
理
事
務

所　

〒
２
５
５
│
０
０
０
３

　

大
磯
町
大
磯
１
３
９
８
│
１
８

◎
問
い
合
わ
せ

　

み
な
と
推
進
室　

☎（
61
）５
７
１
９

自
動
販
売
機
設
置
者
の
方
へ

　

自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る
方

で
、
旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
内
線
２
２
１

【
事
業
内
容
】

平
成
23
年
度
公
募
型
補
助
金
事
業
を
募
集

平
成
23
年
度
公
募
型
補
助
金
事
業
を
募
集

平
成
23
年
度
公
募
型
補
助
金
事
業
を
募
集

「
生
涯
学
習
館
」
と
「
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
〜

　（
仮
称
）
大
磯
町
自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け
て

▲賛同事業者の ダイドー
ドリンコ㈱の玉崎さん
（世代交流センター前にて）

「
大
磯
〜
真
鶴
周
遊
ク
ル
ー
ズ
」
を
開
催

補助金等交付規則及び公募型補助金交付要綱をご覧のう
え、所定の申請書等を各事業の所管課へ提出してください。
（提出の際は必ず所管課にご相談ください。）なお、平成
22年度の補助金交付団体も申請が必要となります。
規則及び要綱、申請書等は財政課窓口で配布します。また、
町ホームページからも入手できます。

・公益性、公平性に優れた内容で、社会的需要度が高いこと
・団体における公正性が認められること

安全対策事業、福祉対策事業、健康づくり事業、交流対策
事業、自然環境事業、次世代育成事業、生涯学習事業、文
化スポーツ活動事業、まちづくり事業、地域活性化事業

原則として対象事業にかかる経費の１／２以内で、予算
の範囲内で決定します。（ただし、一部補助対象外となる
経費があります。）

補助金交付基準等に基づく審査のうえ、補助対象事業を
決定します。

９月 30 日（木）【必着】

対象事業を行う町内の団体対象団体

交付基準

対象事業

補 助 額

事業採択

応募要領

提出期限

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
寄
附
活
動

▲船舶
　（シーフレンドⅠ）

▲中丸地区在住の方と語り合う様子

「
大
磯
〜
真
鶴
周
遊
ク
ル
ー
ズ
」
を
開
催

大
磯
港
活
性
化
に
関
す
る
社
会
実
験
と
し
て
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
行
い
ま
す
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近
藤
美
智
子
さ
ん
（
国
府
本
郷
在

住
）
か
ら
、
町
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
隣
接
地
（
１
６
３
㎡
）
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

保
険
福
祉
課　

☎
内
線
３
５
４

　

肝
炎
は
症
状
な
く
進
行
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
40
歳
以
上
で
こ
れ
ま

で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
一
度
検
査
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
▼
実
施
期
間　

９
月
末
ま
で

▼
実
施
医
療
機
関　

下
記
参
照

▼
自
己
負
担
金　

１
，
０
０
０
円

　

た
だ
し
、
75
歳
以
上
は
５
０
０
円

特
定
健
診
等
と
同
時
実
施
の
場
合

は
５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
内
線
３
１
０

　

富
永
江
津
さ
ん
が
７
月
に
満
百
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
好
町
長
が
入
所
さ
れ
て
い
る
施

設
を
訪
問
し
、
施
設
職
員
の
方
々
と

一
緒
に
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　　

ご
長
寿
を
祝
い
節
目
の
年
を
迎
え
ら

れ
た
方
々
に
、
町
内
店
舗
で
利
用
で
き

る
商
品
券
を
、９
月
中
に
民
生
委
員
を

通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

昨
年
度
は
、
75
歳
以
上
の
方
に
敬
老

祝
品
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
は
、
節
目
の
年
を
迎
え
ら

れ
た
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
商
品
券
が
利
用
で
き
る
店
舗
一

覧
は
お
渡
し
す
る
商
品
券
に
同
封
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
安
全
の
確
保

と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
給
付
し
ま
す
。

【
給
付
対
象
者
】

・
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
に
お
い

て
満
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方

【
給
付
内
容
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
電
池
）
を

１
人
１
台
、
１
回
限
り
で
、
設
置
場

所
は
寝
室
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

規
定
の
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
消
防
本
部
消
防
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）
ま
で

【
対
象
外
】

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ま
た
は
自
動
火

災
報
知
設
備
を
備
え
た
住
宅
や
施
設

に
お
住
ま
い
の
方
や
賃
貸
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
で
、
所
有
者
か
ら
設
置

の
承
諾
を
得
ら
れ
な
い
方
な
ど
。

※

詳
細
は
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

消
防
総
務
課　

☎（
61
）
０
９
１
１

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
お
す
す
め

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
お
す
す
め

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
お
す
す
め

百
歳
　
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

節
目
年
齢
の
方
へ

　
敬
老
祝
商
品
券
を

　
　
　
贈
呈
い
た
し
ま
す

▲感謝状を手にする近藤美智子さんと
　三好町長

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　

た
め
に
土
地
を
寄
附

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昭和4年9月3日  ～ 
　昭和5年9月2日生まれ
大正10年9月3日～ 
　大正11年9月2日生まれ
明治43年9月3日 ～
　 明治44年9月2日生まれ

明治43年9月2日以前生まれ

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯
に

を
給
付

　

町
で
は
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

戸
籍
事
務
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
戸
籍
事
務
を

開
始
し
ま
す
。

　

今
ま
で
出
生
や
婚
姻
な
ど
の
届
出

が
あ
っ
た
場
合
、
戸
籍
の
作
成
は
紙

原
本
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
記
載
す

る
た
め
、
届
出
か
ら
戸
籍
記
載
完
了

ま
で
約
10
日
か
ら
２
週
間
程
度
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
戸
籍
事
務
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
届

出
か
ら
証
明
書
の
発
行
ま
で
の
期
間

は
１
日
か
ら
４
日
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
「
縦
書
き
」

の
文
章
体
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
は
「
横
書
き
」

で
項
目
ご
と
に
記
載
さ
れ
、
漢
数
字

も
算
用
数
字
に
な
り
ま
す
の
で
、
読

み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
戸
籍
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
全
員
を
証
明
す
る
「
戸
籍
謄
本
」

が
「
全
部
事
項
証
明
書
」、
個
人
を
証

明
す
る
「
戸
籍
抄
本
」
が
「
個
人
事

項
証
明
書
」
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
事
務
処
理

は
、
大
磯
町
に
本
籍
が
あ
る
人
で
す
。

住
民
登
録
が
あ
っ
て
も
、
本
籍
が
大
磯

町
以
外
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
前
の
紙
戸
籍
は

「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
と
な
り
、
今
後

１
５
０
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
し
た
後
の
戸
籍
に
は
、
婚

姻
や
死
亡
な
ど
の
理
由
に
よ
り
す
で
に

戸
籍
か
ら
除
か
れ
て
い
る
人
に
関
す
る

事
項
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
る
前
の
証
明
書
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
は
「
平
成
改
製
原

戸
籍
」（
１
通
７
５
０
円
）
を
請
求
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

☎
内
線
２
７
２

事
務
処
理
の
時
間
が
短
縮

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す

名
称
・
様
式
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
紙
戸
籍
は
「
平
成

改
製
原
戸
籍
」
と
し
て
保
存

町
内
に
本
籍
が
あ
る
人
が
対
象

◎
問
い
合
わ
せ

　

保
険
福
祉
課　

☎
内
線
３
０
２

富
永  

江
津
さ
ん
（
東
町
）

肝炎ウイルス検査実施医療機関
　　医療機関名
国谷整形外科
グリーン内科クリニック
湘南大磯クリニック
簑島医院
森田内科医院
山田医院
脇　医院

　住　所
大磯 949
大磯 1115
東小磯 35-3
国府新宿 402
東小磯 10-1
大磯 930
大磯 1562

電話番号
61-0238
60-3131
61-3109
71-0184
61-8887
61-1625
61-0829

昭和7年9月3日  ～
　昭和8年9月2日生まれ77 歳（喜寿）

80 歳（傘寿）

88 歳（米寿）

99 歳（白寿）

100 歳以上

1万円相当

1万円相当

1万円相当

1万円相当

2万円相当

対象者 生年月日 商品券

コンピューター化後の戸籍

コンピューター化する前の戸籍

戸籍事務戸籍事務

～早く、見やすく、分かりやすく～

　　紙　戸　籍（現在）
戸籍謄本
戸籍抄本
Ｂ4判、２つ折り（謄本）
Ｂ5判、縦長（抄本）
文章形式、縦書き
透かし入り改ざん防止用紙（変更なし）
戸籍 450 円、除籍・改製原戸籍 750 円（変更なし）

コンピューター化戸籍
全部事項証明書
個人事項証明書

Ａ4判、縦長

項目別形式、横書き

戸籍証明書の主な変更点

名　称

様　式

書　式
用　紙
手数料

を
で処理しますコンピュータコンピュータ

８月30日
から  
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藤
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福
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セ
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タ
ー
隣
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地
（
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６
３
㎡
）
の

寄
附
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た
だ
き
ま
し
た
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今
後
、
有
効
に
活
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せ
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す
。
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富
永
江
津
さ
ん
が
７
月
に
満
百
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
好
町
長
が
入
所
さ
れ
て
い
る
施

設
を
訪
問
し
、
施
設
職
員
の
方
々
と

一
緒
に
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
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こ
れ
か
ら
も
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健
康
に
留
意
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れ
、

元
気
に
過
ご
さ
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ま
す
よ
う
お
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り
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長
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を
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目
の
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れ
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方
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に
、
町
内
店
舗
で
利
用
で
き

る
商
品
券
を
、９
月
中
に
民
生
委
員
を

通
じ
て
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届
け
し
ま
す
。（
下
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昨
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度
は
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以
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の
方
に
敬
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祝
品
を
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目
の
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を
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と
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。
ご
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解
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ま
す
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う
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る
店
舗
一

覧
は
お
渡
し
す
る
商
品
券
に
同
封
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
安
全
の
確
保

と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
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用
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災
警
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器

を
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ま
す
。
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者
】

・
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
に
お
い

て
満
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方

【
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付
内
容
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
電
池
）
を

１
人
１
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、
１
回
限
り
で
、
設
置
場

所
は
寝
室
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

規
定
の
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
消
防
本
部
消
防
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）
ま
で

【
対
象
外
】

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ま
た
は
自
動
火

災
報
知
設
備
を
備
え
た
住
宅
や
施
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に
お
住
ま
い
の
方
や
賃
貸
住
宅
に
お
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ま
い
の
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で
、
所
有
者
か
ら
設
置

の
承
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を
得
ら
れ
な
い
方
な
ど
。
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細
は
回
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　三好町長
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以
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の
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り
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の
世
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に
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で
は
町
民
サ
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ビ
ス
の
向
上
と

戸
籍
事
務
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
戸
籍
事
務
を

開
始
し
ま
す
。

　

今
ま
で
出
生
や
婚
姻
な
ど
の
届
出

が
あ
っ
た
場
合
、
戸
籍
の
作
成
は
紙

原
本
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
記
載
す

る
た
め
、
届
出
か
ら
戸
籍
記
載
完
了

ま
で
約
10
日
か
ら
２
週
間
程
度
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
戸
籍
事
務
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
届

出
か
ら
証
明
書
の
発
行
ま
で
の
期
間

は
１
日
か
ら
４
日
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
「
縦
書
き
」

の
文
章
体
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
は
「
横
書
き
」

で
項
目
ご
と
に
記
載
さ
れ
、
漢
数
字

も
算
用
数
字
に
な
り
ま
す
の
で
、
読

み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
戸
籍
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
全
員
を
証
明
す
る
「
戸
籍
謄
本
」

が
「
全
部
事
項
証
明
書
」、
個
人
を
証

明
す
る
「
戸
籍
抄
本
」
が
「
個
人
事

項
証
明
書
」
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
事
務
処
理

は
、
大
磯
町
に
本
籍
が
あ
る
人
で
す
。

住
民
登
録
が
あ
っ
て
も
、
本
籍
が
大
磯

町
以
外
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
前
の
紙
戸
籍
は

「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
と
な
り
、
今
後

１
５
０
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
し
た
後
の
戸
籍
に
は
、
婚

姻
や
死
亡
な
ど
の
理
由
に
よ
り
す
で
に

戸
籍
か
ら
除
か
れ
て
い
る
人
に
関
す
る

事
項
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
る
前
の
証
明
書
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
は
「
平
成
改
製
原

戸
籍
」（
１
通
７
５
０
円
）
を
請
求
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

☎
内
線
２
７
２

事
務
処
理
の
時
間
が
短
縮

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す

名
称
・
様
式
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
紙
戸
籍
は
「
平
成

改
製
原
戸
籍
」
と
し
て
保
存

町
内
に
本
籍
が
あ
る
人
が
対
象

◎
問
い
合
わ
せ

　

保
険
福
祉
課　

☎
内
線
３
０
２

富
永  

江
津
さ
ん
（
東
町
）

肝炎ウイルス検査実施医療機関
　　医療機関名
国谷整形外科
グリーン内科クリニック
湘南大磯クリニック
簑島医院
森田内科医院
山田医院
脇　医院

　住　所
大磯 949
大磯 1115
東小磯 35-3
国府新宿 402
東小磯 10-1
大磯 930
大磯 1562

電話番号
61-0238
60-3131
61-3109
71-0184
61-8887
61-1625
61-0829

昭和7年9月3日  ～
　昭和8年9月2日生まれ77 歳（喜寿）

80 歳（傘寿）

88 歳（米寿）

99 歳（白寿）

100 歳以上

1万円相当

1万円相当

1万円相当

1万円相当

2万円相当

対象者 生年月日 商品券

コンピューター化後の戸籍

コンピューター化する前の戸籍

戸籍事務戸籍事務

～早く、見やすく、分かりやすく～

　　紙　戸　籍（現在）
戸籍謄本
戸籍抄本
Ｂ4判、２つ折り（謄本）
Ｂ5判、縦長（抄本）
文章形式、縦書き
透かし入り改ざん防止用紙（変更なし）
戸籍 450 円、除籍・改製原戸籍 750 円（変更なし）

コンピューター化戸籍
全部事項証明書
個人事項証明書

Ａ4判、縦長

項目別形式、横書き

戸籍証明書の主な変更点

名　称

様　式

書　式
用　紙
手数料

を
で処理しますコンピュータコンピュータ

８月30日
から  
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防
災
行
政
無
線

　
ダ
イ
ヤ
ル
を

　   

ご
存
知
で
す
か

ら
か
じ
め
固
定
し
た
り
、
配
置
換
え

を
し
ま
し
ょ
う
。
食
器
や
本
な
ど
は
、

重
い
も
の
を
下
に
、
軽
い
も
の
を
上

に
置
く
等
配
置
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

タ
ン
ス
等
の
上
に
は
角
の
鋭
い
も
の

や
重
た
い
も
の
等
は
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

わ
が
家
の
耐
震
診
断
を
し
よ
う

　

家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
自
分
の

家
が
ど
れ
く
ら
い
の
強
度
な
の
か
を

点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震
改
修

を
行
う
な
ど
耐
震
性
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

徒
歩
で
避
難
し
よ
う　

　

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
自
動
車

を
使
っ
て
避
難
す
る
こ
と
は
危
険
で

す
。
で
き
る
限
り
近
所
の
人
達
と
集

団
で
歩
い
て
避
難
場
所
に
向
か
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
階
段
で
は
走
ら
な
い
よ
う

に
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
避

難
す
る
こ
と
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
破
壊
や

転
倒
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
危
険

箇
所
を
確
認
し
な
が
ら
、
避
難
し
ま

の
連
携
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
地
域
全

体
が
良
好
な
関
係
で
ま
と
ま
れ
ば
、

災
害
時
に
協
力
し
あ
っ
て
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

備
蓄
品
を
用
意
し
よ
う

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、
救
助
や
救

援
が
す
ぐ
来
ら
れ
な
い
状
況
と
な
り

ま
す
。
最
低
で
も
３
日
間
は
、
自
力

で
生
活
で
き
る
だ
け
の
備
え
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
、
軽

量
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
非
常
持
ち
出
し

袋
を
用
意
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　

な
お
、
１
年
に
１
度
は
必
ず
備
蓄

品
の
点
検
を
し
、
賞
味
期
限
や
使
用

期
限
等
が
あ
る
も
の
は
、
こ
ま
め
に

新
し
い
も
の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う

　

災
害
時
に
助
け
合
う
た
め
に
は
、

ま
ず
自
分
の
身
を
守
る
行
動
を
と
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
地
震
の
揺
れ
を

感
じ
た
ら
、
慌
て
ず
テ
ー
ブ
ル
や
机

の
下
に
身
を
隠
し
、
身
の
安
全
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防

災
ず
き
ん
、
座
布
団
な
ど
を
用
意
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

家
具
等
の
転
倒
を
防
ぐ
た
め
、
あ

し
ょ
う
。
街
頭
で
は
落
下
物
を
避
け
、

ビ
ル
な
ど
の
建
物
か
ら
素
早
く
離
れ

ま
し
ょ
う
。

火
災
防
止
に
努
め
よ
う

　

初
期
消
火
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
近
く
に
あ
る
消
火
器
や
バ

ケ
ツ
等
で
積
極
的
に
消
火
活
動
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
落
ち
着
い

て
ガ
ス
の
元
栓
、
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど

を
処
理
し
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
も

切
っ
て
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
大
き
な
地
震
を
い
き
な

り
感
じ
た
と
き
は
、
む
や
み
に
動
く

と
危
険
で
す
の
で
、
あ
る
程
度
揺
れ

が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

津
波
に
注
意
し
よ
う

　

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ
に

津
波
が
来
襲
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
海
岸
や
海
岸
付
近
に
い
る
と
き

に
大
き
な
地
震
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず

は
海
か
ら
で
き
る
限
り
離
れ
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
津
波
の
来
襲
は
１
回
だ
け

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１

日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
は
、
死

者
・
行
方
不
明
者
14
万
人
以
上
と
い

う
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
の
教
訓
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
と
、
９
月
１
日
を
「
防

災
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を

「
防
災
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
各
家
庭
の
防
災
対
策

は
十
分
な
の
か
、
改
め
て
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

　

地
域
や
町
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
方
と

と
は
限
ら
な
い
の
で
、
津
波
警
報
や

注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
海
岸

に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　防

災
会
議
を
開
こ
う

　
「
防
災
の
日
」
を
機
会
に
、
家
族
等

で
防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
。
家

族
の
連
絡
体
制
や
避
難
場
所
を
確
認

し
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
誰
が
何

を
す
る
か
、
被
害
を
最
小
限
に
止
め

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
等
を
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
皆
で
助
け
合
お
う

　

町
で
は
災
害
発
生
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
支
援
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
」

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
支
援
が
必
要
な
方

に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報

を
地
域
の
支
援
者
と
共
有
す
る
こ
と

で
災
害
時
の
救
出
・
避
難
活
動
に
役

立
て
る
も
の
で
す
。

　

対
象
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

や
身
体
障
害
者
の
方
で
す
。

　

町
内
各
所
に
防
災
行
政
無
線
を
設

置
し
、
災
害
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

放
送
し
て
い
ま
す
。

▼
放
送
す
る
内
容

　

防
災
行
政
無
線
は
、
次
の
よ
う

な
場
合
に
放
送
し
ま
す
。

・
大
磯
町
に
「
震
度
４
」
以
上
の
地

震
が
発
生
し
た
と
き

・
大
磯
町
沿
岸
に
津
波
注
意
報
、
津

波
警
報
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
た
と
き

・
災
害
時
の
応
急
対
策
や
復
旧
対
策

に
必
要
な
情
報

▼
放
送
内
容
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

時
　

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
災
害
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
防
災
行
政
無
線

の
放
送
内
容
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

り
、
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
場
合
、

放
送
し
た
内
容
を
電
話
で
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　　
　

　

な
お
、
防
災
行
政
無
線
ダ
イ
ヤ
ル

は
、
毎
月
広
報
お
お
い
そ
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
11
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
ま
で

▼
場
所　

大
磯
運
動
公
園

▼
実
施
内
容

・
住
宅
用
火
災
報
知
機
の
展
示
・
説

　

明
・
煙
体
験
訓
練

・
心
肺
蘇
生
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
訓
練

・
負
傷
者
応
急
手
当
訓
練

・
模
擬
消
火
訓
練

・
自
衛
隊
車
両
展
示

・
炊
出
訓
練

　

他
に
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
広
報
10
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
対
策
室　

　

☎
内
線
２
４
１

防
災
行
政
無
線

　
ダ
イ
ヤ
ル
を

　   

ご
存
知
で
す
か

防
災
行
政
無
線
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
62
）１
１
２
２

おおいそ
防災フェア2010

おおいそ
防災フェア2010

　地震等の大規模災害発災時に、一人でも多

くの町民が自ら考え、自ら行動できるよう、

災害への備えと対策を体験するイベントを開

催しますので、ぜひご家族でご来場ください。

を開催

9 月 1日 は

「防災の日」「防災の日」「防災の日」
８月30日（月）～９月5日（日）は「防災週間」

広域避難場所（地震後の大火災などから身を守る場所）

指定避難所（被災で自宅等で生活できない方のための入所施設）

高麗（３丁目東海道本線以北）

高麗（３丁目東海道本線以南）

高麗（１丁目・２丁目）、東町、長者町

山王町、神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、

茶屋町、裡道

台町、西小磯東、西小磯西

中丸、馬場、月京、国府新宿

生沢、寺坂、虫窪、黒岩、西久保、石神台

災害時要援護者※

災害時要援護者※
※災害時要援護者とは、高齢者・身体障害者・知的障害者・精神障害者・児童・病弱者・乳幼児・妊産婦・外国人等の地震
災害時に迅速かつ適切な避難行動をとることが難しく、また、必要な情報が得られないなど、災害時にハンディキャップを
負う可能性の高い方をいいます。

※大地震の場合、密集した市街地では、火災による延焼が心配されるので、町民の安全を確保するために公園や校庭などの
上記の場所を広域避難場所として指定しています。

神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、茶屋町、裡道、台町

西小磯東（ＪＲ東海道本線以南）
西小磯西（ＪＲ東海道本線以南）
中丸（ＪＲ東海道本線以南から国道１号まで及び不動川以東）

西小磯東（ＪＲ東海道本線以北）
西小磯西（ＪＲ東海道本線以北）、馬場

中丸（国道１号以南かつ不動川以西）
国府新宿（ＪＲ東海道本線以南）

生沢、月京、石神台（１丁目～３丁目）
国府新宿 (ＪＲ東海道本線以北）

国道１号

国道１号、町道幹線 21
号線、町道幹線 16 号線

町道幹線 16 号線、町道
幹線 21 号線

県道 63 号、町道幹線 28
号線

国道１号、町道幹線20号
線、町道国府本郷26号線

大磯中学校

県立大磯城山公園

大磯運動公園

大磯ロングビーチ

国府中学校

平塚商業高等学校

平塚工科高等学校

大磯高等学校

大磯小学校

大磯中学校

国府小学校

国府中学校

福祉センターさざれ石

障害福祉センターすばる

平塚市中里 50-1

平塚市黒部丘 12-7

東町 2-9-1

東小磯 3

東小磯 261

月京 18-1

月京 40-1

大磯 1352-1

国府本郷 1196

31-2385

31-0417

61-0058

61-0140

61-0073

71-0400

71-0410

61-6262

73-4530

指定避難所 所 在 地 電話番号 お住まいの地域

広域避難場所 お住まいの地域 指定避難道路
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防
災
行
政
無
線

　
ダ
イ
ヤ
ル
を

　   
ご
存
知
で
す
か

ら
か
じ
め
固
定
し
た
り
、
配
置
換
え

を
し
ま
し
ょ
う
。
食
器
や
本
な
ど
は
、

重
い
も
の
を
下
に
、
軽
い
も
の
を
上

に
置
く
等
配
置
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

タ
ン
ス
等
の
上
に
は
角
の
鋭
い
も
の

や
重
た
い
も
の
等
は
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

わ
が
家
の
耐
震
診
断
を
し
よ
う

　

家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
自
分
の

家
が
ど
れ
く
ら
い
の
強
度
な
の
か
を

点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震
改
修

を
行
う
な
ど
耐
震
性
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

徒
歩
で
避
難
し
よ
う　

　

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
自
動
車

を
使
っ
て
避
難
す
る
こ
と
は
危
険
で

す
。
で
き
る
限
り
近
所
の
人
達
と
集

団
で
歩
い
て
避
難
場
所
に
向
か
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
階
段
で
は
走
ら
な
い
よ
う

に
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
避

難
す
る
こ
と
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
破
壊
や

転
倒
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
危
険

箇
所
を
確
認
し
な
が
ら
、
避
難
し
ま

の
連
携
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
地
域
全

体
が
良
好
な
関
係
で
ま
と
ま
れ
ば
、

災
害
時
に
協
力
し
あ
っ
て
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

備
蓄
品
を
用
意
し
よ
う

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、
救
助
や
救

援
が
す
ぐ
来
ら
れ
な
い
状
況
と
な
り

ま
す
。
最
低
で
も
３
日
間
は
、
自
力

で
生
活
で
き
る
だ
け
の
備
え
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
、
軽

量
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
非
常
持
ち
出
し

袋
を
用
意
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　

な
お
、
１
年
に
１
度
は
必
ず
備
蓄

品
の
点
検
を
し
、
賞
味
期
限
や
使
用

期
限
等
が
あ
る
も
の
は
、
こ
ま
め
に

新
し
い
も
の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う

　

災
害
時
に
助
け
合
う
た
め
に
は
、

ま
ず
自
分
の
身
を
守
る
行
動
を
と
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
地
震
の
揺
れ
を

感
じ
た
ら
、
慌
て
ず
テ
ー
ブ
ル
や
机

の
下
に
身
を
隠
し
、
身
の
安
全
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防

災
ず
き
ん
、
座
布
団
な
ど
を
用
意
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

家
具
等
の
転
倒
を
防
ぐ
た
め
、
あ

し
ょ
う
。
街
頭
で
は
落
下
物
を
避
け
、

ビ
ル
な
ど
の
建
物
か
ら
素
早
く
離
れ

ま
し
ょ
う
。

火
災
防
止
に
努
め
よ
う

　

初
期
消
火
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
近
く
に
あ
る
消
火
器
や
バ

ケ
ツ
等
で
積
極
的
に
消
火
活
動
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
落
ち
着
い

て
ガ
ス
の
元
栓
、
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど

を
処
理
し
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
も

切
っ
て
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
大
き
な
地
震
を
い
き
な

り
感
じ
た
と
き
は
、
む
や
み
に
動
く

と
危
険
で
す
の
で
、
あ
る
程
度
揺
れ

が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

津
波
に
注
意
し
よ
う

　

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ
に

津
波
が
来
襲
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
海
岸
や
海
岸
付
近
に
い
る
と
き

に
大
き
な
地
震
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず

は
海
か
ら
で
き
る
限
り
離
れ
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
津
波
の
来
襲
は
１
回
だ
け

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１

日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
は
、
死

者
・
行
方
不
明
者
14
万
人
以
上
と
い

う
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
の
教
訓
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
と
、
９
月
１
日
を
「
防

災
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を

「
防
災
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
各
家
庭
の
防
災
対
策

は
十
分
な
の
か
、
改
め
て
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

　

地
域
や
町
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
方
と

と
は
限
ら
な
い
の
で
、
津
波
警
報
や

注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
海
岸

に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　防

災
会
議
を
開
こ
う

　
「
防
災
の
日
」
を
機
会
に
、
家
族
等

で
防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
。
家

族
の
連
絡
体
制
や
避
難
場
所
を
確
認

し
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
誰
が
何

を
す
る
か
、
被
害
を
最
小
限
に
止
め

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
等
を
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
皆
で
助
け
合
お
う

　

町
で
は
災
害
発
生
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
支
援
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
」

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
支
援
が
必
要
な
方

に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報

を
地
域
の
支
援
者
と
共
有
す
る
こ
と

で
災
害
時
の
救
出
・
避
難
活
動
に
役

立
て
る
も
の
で
す
。

　

対
象
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

や
身
体
障
害
者
の
方
で
す
。

　

町
内
各
所
に
防
災
行
政
無
線
を
設

置
し
、
災
害
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

放
送
し
て
い
ま
す
。

▼
放
送
す
る
内
容

　

防
災
行
政
無
線
は
、
次
の
よ
う

な
場
合
に
放
送
し
ま
す
。

・
大
磯
町
に
「
震
度
４
」
以
上
の
地

震
が
発
生
し
た
と
き

・
大
磯
町
沿
岸
に
津
波
注
意
報
、
津

波
警
報
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
た
と
き

・
災
害
時
の
応
急
対
策
や
復
旧
対
策

に
必
要
な
情
報

▼
放
送
内
容
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

時
　

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
災
害
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
防
災
行
政
無
線

の
放
送
内
容
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

り
、
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
場
合
、

放
送
し
た
内
容
を
電
話
で
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　　
　

　

な
お
、
防
災
行
政
無
線
ダ
イ
ヤ
ル

は
、
毎
月
広
報
お
お
い
そ
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
11
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
ま
で

▼
場
所　

大
磯
運
動
公
園

▼
実
施
内
容

・
住
宅
用
火
災
報
知
機
の
展
示
・
説

　

明
・
煙
体
験
訓
練

・
心
肺
蘇
生
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
訓
練

・
負
傷
者
応
急
手
当
訓
練

・
模
擬
消
火
訓
練

・
自
衛
隊
車
両
展
示

・
炊
出
訓
練

　

他
に
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
広
報
10
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
対
策
室　

　

☎
内
線
２
４
１

防
災
行
政
無
線

　
ダ
イ
ヤ
ル
を

　   
ご
存
知
で
す
か

防
災
行
政
無
線
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
62
）１
１
２
２

おおいそ
防災フェア2010

おおいそ
防災フェア2010

　地震等の大規模災害発災時に、一人でも多

くの町民が自ら考え、自ら行動できるよう、

災害への備えと対策を体験するイベントを開

催しますので、ぜひご家族でご来場ください。

を開催

9 月 1日 は

「防災の日」「防災の日」「防災の日」
８月30日（月）～９月5日（日）は「防災週間」

広域避難場所（地震後の大火災などから身を守る場所）

指定避難所（被災で自宅等で生活できない方のための入所施設）

高麗（３丁目東海道本線以北）

高麗（３丁目東海道本線以南）

高麗（１丁目・２丁目）、東町、長者町

山王町、神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、

茶屋町、裡道

台町、西小磯東、西小磯西

中丸、馬場、月京、国府新宿

生沢、寺坂、虫窪、黒岩、西久保、石神台

災害時要援護者※

災害時要援護者※
※災害時要援護者とは、高齢者・身体障害者・知的障害者・精神障害者・児童・病弱者・乳幼児・妊産婦・外国人等の地震
災害時に迅速かつ適切な避難行動をとることが難しく、また、必要な情報が得られないなど、災害時にハンディキャップを
負う可能性の高い方をいいます。

※大地震の場合、密集した市街地では、火災による延焼が心配されるので、町民の安全を確保するために公園や校庭などの
上記の場所を広域避難場所として指定しています。

神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、茶屋町、裡道、台町

西小磯東（ＪＲ東海道本線以南）
西小磯西（ＪＲ東海道本線以南）
中丸（ＪＲ東海道本線以南から国道１号まで及び不動川以東）

西小磯東（ＪＲ東海道本線以北）
西小磯西（ＪＲ東海道本線以北）、馬場

中丸（国道１号以南かつ不動川以西）
国府新宿（ＪＲ東海道本線以南）

生沢、月京、石神台（１丁目～３丁目）
国府新宿 (ＪＲ東海道本線以北）

国道１号

国道１号、町道幹線 21
号線、町道幹線 16 号線

町道幹線 16 号線、町道
幹線 21 号線

県道 63 号、町道幹線 28
号線

国道１号、町道幹線20号
線、町道国府本郷26号線

大磯中学校

県立大磯城山公園

大磯運動公園

大磯ロングビーチ

国府中学校

平塚商業高等学校

平塚工科高等学校

大磯高等学校

大磯小学校

大磯中学校

国府小学校

国府中学校

福祉センターさざれ石

障害福祉センターすばる

平塚市中里 50-1

平塚市黒部丘 12-7

東町 2-9-1

東小磯 3

東小磯 261

月京 18-1

月京 40-1

大磯 1352-1

国府本郷 1196

31-2385

31-0417

61-0058

61-0140

61-0073

71-0400

71-0410

61-6262

73-4530

指定避難所 所 在 地 電話番号 お住まいの地域

広域避難場所 お住まいの地域 指定避難道路
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町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
計
画

処
理
面
積
６
８
２
・
７
３
㌶
を
全
体

計
画
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
５
月
１
日
現
在
の
整
備

状
況
は
、
処
理
区
域
面
積
２
９
９
・

６
８
㌶
（
全
体
計
画
の
43
・
９
％
）、

人
口
普
及
率
53
・
７
％
で
す
。

　

現
在
の
事
業
認
可
は
、
計
画
処
理

面
積
４
６
２
・
４
４
㌶
、
事
業
期
間

を
平
成
23
年
度
末
ま
で
と
し
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
多
く
の
町
民
の

方
が
快
適
な
生
活
環
境
を
享
受
で
き

る
よ
う
整
備
を
推
進
し
、
供
用
開
始

区
域
内
に
お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

　

県
と
㈶
県
下
水
道
公
社
で
は
「
下

水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
下
水
処
理
場
の
見
学
会
や
下

水
道
学
習
室
で
の
体
験
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
地
元
太

鼓
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
11
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

　

※

無
料
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
午
後

２
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　

相
模
川
流
域
下
水
道
柳

島
管
理
セ
ン
タ
ー
（
茅
ヶ
崎
市
柳

島
１
９
０
０
）

　
◎
問
い
合
わ
せ　

　

㈶
神
奈
川
県
下
水
道
公
社
企
画
課

　

☎（
55
）
７
２
１
１

○
１
１
９
番
の
前
に
・
・
・

　

救
急
車
は
本
当
に
必
要
で
す
か
？

　

二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
、
救
急
車

適
正
利
用
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
全

国
的
に
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

た
救
急
件
数
は
、
横
ば
い
も
し
く
は

減
少
傾
向
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の

お
か
げ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
緊
急

性
が
な
く
、
軽
症
の
場
合
で
の
救
急

車
の
利
用
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

救
急
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
の
約
６
割

は
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症
の
傷
病

者
で
し
た
。

　
「
救
急
車
に
乗
れ
ば
待
た
ず
に
受
診

で
き
る
」
と
い
う
思
い
込
み
や
、「
無

料
で
病
院
を
選
ん
で
運
ん
で
く
れ
る
」

と
い
う
理
由
で
救
急
車
を
呼
ぶ
事
が

あ
る
よ
う
で
す
。

○
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い

る
人
が
い
ま
す
！

　

救
急
出
動
が
増
加
す
る
と
一
刻
を

争
う
重
症
傷
病
者
へ
の
到
着
が
遅
れ
、

生
死
に
係
る
傷
病
者
の
「
救
え
る
命
」

が
救
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
事
故
や
急
病
な
ど
で
一
刻
を
争

う
人
が
救
急
車
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行

く
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
救
急
車

以
外
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
休
日
や
夜
間
で
診
察
し
て

く
れ
る
病
院
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
、
普
通
救
命
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
心
臓
と
呼
吸
が
停

止
し
た
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
要
領
な
ど
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
３
時
間
で
対
象
は
中
学

生
以
上
。
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

近
く
に
居
合
わ
せ
た
方
の
協
力
が
救

命
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
を
ご

検
討
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

 

☎（
61
）
０
９
１
１

　

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
今
年
も
９
月
５
日
（
日
）
か

ら
９
月
11
日
（
土
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用

普
通
救
命
講
習
会

175

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　

　

吉
田　

☎
内
線
３
０
８

　

町
で
は
、
町
民
の
知
る
権
利
の
保

障
と
町
民
の
町
政
へ
の
参
加
を
促
進

し
、
開
か
れ
た
町
政
を
実
現
す
る
た

め
に
、「
情
報
公
開
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
も
っ
て
い
る
個
人
の

情
報
を
本
人
の
請
求
に
応
じ
て
開
示

や
訂
正
を
行
う
「
個
人
情
報
保
護
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
運
用
状
況
を
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

【
情
報
公
開
制
度
】

▼
請
求
件
数
　

52
件

▼
主
な
請
求
内
容

　

町
道
整
備
、
施
設
工
事
、
万
台
こ

ゆ
る
ぎ
の
森　

な
ど
。

▼
請
求
に
対
す
る
処
理
の
状
況

・
全
部
公
開　

28
件

・
一
部
公
開　

22
件

・
非
公
開　
　

２
件

▼
異
議
申
立
て
　

１
件

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

▼
請
求
件
数
　

１
件

▼
主
な
請
求
内
容

　

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
申
請

▼
簡
易
開
示
請
求
件
数
　

26
件

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
運
用
状
況
に
つ

い
て
の
詳
し
い
資
料
は
、
町
役
場
及

び
国
府
支
所
１
階
の
町
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
内
線
２
１
２

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
健
康
の
た
め

に
良
い
こ
と
は
誰
も
が
感
じ
て
い
る
こ

と
で
す
ね
。
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
へ
、気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

町
内
で
一
番
多
く
の
方
が
取
り
組
ん

で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。

　

一
日
一
万
歩
を
目
指
し
て
い
る
方
、

仕
事
や
家
事
が
落
ち
着
い
て
か
ら
夜
歩

い
て
い
る
方
、
ウ
ォ
ー
ク
の
催
し
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
様
々

で
す
。
お
話
を
聞
い
て
み
る
と
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
、体
重
の
減
少
、血
圧
の
安
定
、

体
力
の
向
上
な
ど
の
身
体
面
の
み
な
ら

ず
、ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
気
分
が
す
っ

き
り
す
る
な
ど
の
精
神
面
で
も
効
果
が

大
き
い
よ
う
で
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
比
べ
て
、
手
軽
に
始

め
ら
れ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に

は
膝
や
足
首
を
痛
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
歩
き
方
を
身
に

つ
け
、
安
全
で
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
ク
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

　

運
動
公
園
や
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

利
用
し
て
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、

太
極
拳
を
始
め
る
中
高
年
の
方
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
も
よ
し
、
昔
を
思
い
出
し

て
再
開
し
て
み
る
も
よ
し
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
方

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
こ
と
は
、

大
き
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
を
も
た
ら

し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
に
集
中
す
る
こ
と
で
、

考
え
す
ぎ
に
な
り
が
ち
な
頭
の
中
が
、

す
っ
き
り
と
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
自
分
を
元

気
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
３
日
（
日
）
10
時
か
ら
運
動
公

園
で
開
催
し
ま
す
。
町
内
の
各
種
団
体

に
よ
る
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、
手

軽
に
す
ぐ
取
り
組
め
る
楽
し
い
ゲ
ー

ム
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
教
室
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。

新
し
い
き
っ
か
け
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
関
連
記
事
12
・
13
ペ
ー
ジ
）

募
集
施
設

①
大
磯
運
動
公
園

②
大
磯
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
さ
ざ
れ
石
」

募
集
要
項
の
配
布
期
間

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

　
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。）

申
請
書
類
の
提
出
期
間

　

９
月
27
日
（
月
）
〜
30
日
（
木
）

募
集
要
項
配
布
場
所

　

①
都
市
計
画
課

　

②
保
険
福
祉
課

※

募
集
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

①
都
市
計
画
課　

☎
内
線
２
２
１

　

②
保
険
福
祉
課　

☎
内
線
３
１
４

大
磯
運
動
公
園
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
募
集

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
次
の
施
設
の
総
合
運
営
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

７
月
27
日
（
火
）、
厚
木
市
の
神

奈
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー
で
第
47
回

神
奈
川
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
、
大
磯
町
消
防
団
第
４
分
団

は
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
消
防
団
に
配
備
さ
れ
て

い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
操
法
を

競
う
も
の
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
優
良
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。▲第４分団員

◎
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

☎（
61
）
０
９
１
１

町消防団が
県消防操法大会で

優良賞受賞

　

公
共
下
水
道
は
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
築
く
た
め
だ
け
で
な
く
、

河
川
や
海
な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
の
防
除
な
ど

の
役
割
を
担
う
重
要
な
施
設
で
す
。

９
月
10
日
は｢

下
水
道
の
日｣

｢

下
水
道
の
日｣

で
す

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

「
救
急
の
日
」
で
す

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

相模湾

浜
見
平
団
地

バ
ス
停

柳島二丁目
交差点

Ｇモービル

セブン
イレブン

浜
見
平
団
地

相
模
川

柳島交差点

新
湘
南
バ
イパス

柳島海岸交差点
歩道橋

柳島しおさい広場
（柳島管理センター内）出入口

至
平
塚

至
江
の
島

湘南大橋
国道134号

下
水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
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町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
計
画

処
理
面
積
６
８
２
・
７
３
㌶
を
全
体

計
画
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
５
月
１
日
現
在
の
整
備

状
況
は
、
処
理
区
域
面
積
２
９
９
・

６
８
㌶
（
全
体
計
画
の
43
・
９
％
）、

人
口
普
及
率
53
・
７
％
で
す
。

　

現
在
の
事
業
認
可
は
、
計
画
処
理

面
積
４
６
２
・
４
４
㌶
、
事
業
期
間

を
平
成
23
年
度
末
ま
で
と
し
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
多
く
の
町
民
の

方
が
快
適
な
生
活
環
境
を
享
受
で
き

る
よ
う
整
備
を
推
進
し
、
供
用
開
始

区
域
内
に
お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

　

県
と
㈶
県
下
水
道
公
社
で
は
「
下

水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
下
水
処
理
場
の
見
学
会
や
下

水
道
学
習
室
で
の
体
験
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
地
元
太

鼓
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
11
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

　

※

無
料
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
午
後

２
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　

相
模
川
流
域
下
水
道
柳

島
管
理
セ
ン
タ
ー
（
茅
ヶ
崎
市
柳

島
１
９
０
０
）

　
◎
問
い
合
わ
せ　

　

㈶
神
奈
川
県
下
水
道
公
社
企
画
課

　

☎（
55
）
７
２
１
１

○
１
１
９
番
の
前
に
・
・
・

　

救
急
車
は
本
当
に
必
要
で
す
か
？

　

二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
、
救
急
車

適
正
利
用
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
全

国
的
に
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

た
救
急
件
数
は
、
横
ば
い
も
し
く
は

減
少
傾
向
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の

お
か
げ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
緊
急

性
が
な
く
、
軽
症
の
場
合
で
の
救
急

車
の
利
用
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

救
急
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
の
約
６
割

は
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症
の
傷
病

者
で
し
た
。

　
「
救
急
車
に
乗
れ
ば
待
た
ず
に
受
診

で
き
る
」
と
い
う
思
い
込
み
や
、「
無

料
で
病
院
を
選
ん
で
運
ん
で
く
れ
る
」

と
い
う
理
由
で
救
急
車
を
呼
ぶ
事
が

あ
る
よ
う
で
す
。

○
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い

る
人
が
い
ま
す
！

　

救
急
出
動
が
増
加
す
る
と
一
刻
を

争
う
重
症
傷
病
者
へ
の
到
着
が
遅
れ
、

生
死
に
係
る
傷
病
者
の
「
救
え
る
命
」

が
救
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
事
故
や
急
病
な
ど
で
一
刻
を
争

う
人
が
救
急
車
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行

く
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
救
急
車

以
外
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
休
日
や
夜
間
で
診
察
し
て

く
れ
る
病
院
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
、
普
通
救
命
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
心
臓
と
呼
吸
が
停

止
し
た
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
要
領
な
ど
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
３
時
間
で
対
象
は
中
学

生
以
上
。
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

近
く
に
居
合
わ
せ
た
方
の
協
力
が
救

命
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
を
ご

検
討
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

 

☎（
61
）
０
９
１
１

　

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
今
年
も
９
月
５
日
（
日
）
か

ら
９
月
11
日
（
土
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用

普
通
救
命
講
習
会

175

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　

　

吉
田　

☎
内
線
３
０
８

　

町
で
は
、
町
民
の
知
る
権
利
の
保

障
と
町
民
の
町
政
へ
の
参
加
を
促
進

し
、
開
か
れ
た
町
政
を
実
現
す
る
た

め
に
、「
情
報
公
開
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
も
っ
て
い
る
個
人
の

情
報
を
本
人
の
請
求
に
応
じ
て
開
示

や
訂
正
を
行
う
「
個
人
情
報
保
護
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
運
用
状
況
を
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

【
情
報
公
開
制
度
】

▼
請
求
件
数
　

52
件

▼
主
な
請
求
内
容

　

町
道
整
備
、
施
設
工
事
、
万
台
こ

ゆ
る
ぎ
の
森　

な
ど
。

▼
請
求
に
対
す
る
処
理
の
状
況

・
全
部
公
開　

28
件

・
一
部
公
開　

22
件

・
非
公
開　
　

２
件

▼
異
議
申
立
て
　

１
件

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

▼
請
求
件
数
　

１
件

▼
主
な
請
求
内
容

　

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
申
請

▼
簡
易
開
示
請
求
件
数
　

26
件

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
運
用
状
況
に
つ

い
て
の
詳
し
い
資
料
は
、
町
役
場
及

び
国
府
支
所
１
階
の
町
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
内
線
２
１
２

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
健
康
の
た
め

に
良
い
こ
と
は
誰
も
が
感
じ
て
い
る
こ

と
で
す
ね
。
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
へ
、気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

町
内
で
一
番
多
く
の
方
が
取
り
組
ん

で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。

　

一
日
一
万
歩
を
目
指
し
て
い
る
方
、

仕
事
や
家
事
が
落
ち
着
い
て
か
ら
夜
歩

い
て
い
る
方
、
ウ
ォ
ー
ク
の
催
し
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
様
々

で
す
。
お
話
を
聞
い
て
み
る
と
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
、体
重
の
減
少
、血
圧
の
安
定
、

体
力
の
向
上
な
ど
の
身
体
面
の
み
な
ら

ず
、ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
気
分
が
す
っ

き
り
す
る
な
ど
の
精
神
面
で
も
効
果
が

大
き
い
よ
う
で
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
比
べ
て
、
手
軽
に
始

め
ら
れ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に

は
膝
や
足
首
を
痛
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
歩
き
方
を
身
に

つ
け
、
安
全
で
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
ク
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

　

運
動
公
園
や
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

利
用
し
て
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、

太
極
拳
を
始
め
る
中
高
年
の
方
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
も
よ
し
、
昔
を
思
い
出
し

て
再
開
し
て
み
る
も
よ
し
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
方

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
こ
と
は
、

大
き
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
を
も
た
ら

し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
に
集
中
す
る
こ
と
で
、

考
え
す
ぎ
に
な
り
が
ち
な
頭
の
中
が
、

す
っ
き
り
と
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
自
分
を
元

気
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
３
日
（
日
）
10
時
か
ら
運
動
公

園
で
開
催
し
ま
す
。
町
内
の
各
種
団
体

に
よ
る
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、
手

軽
に
す
ぐ
取
り
組
め
る
楽
し
い
ゲ
ー

ム
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
教
室
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。

新
し
い
き
っ
か
け
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
関
連
記
事
12
・
13
ペ
ー
ジ
）

募
集
施
設

①
大
磯
運
動
公
園

②
大
磯
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
さ
ざ
れ
石
」

募
集
要
項
の
配
布
期
間

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

　
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。）

申
請
書
類
の
提
出
期
間

　

９
月
27
日
（
月
）
〜
30
日
（
木
）

募
集
要
項
配
布
場
所

　

①
都
市
計
画
課

　

②
保
険
福
祉
課

※

募
集
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

①
都
市
計
画
課　

☎
内
線
２
２
１

　

②
保
険
福
祉
課　

☎
内
線
３
１
４

大
磯
運
動
公
園
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
募
集

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
次
の
施
設
の
総
合
運
営
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

７
月
27
日
（
火
）、
厚
木
市
の
神

奈
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー
で
第
47
回

神
奈
川
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
、
大
磯
町
消
防
団
第
４
分
団

は
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
消
防
団
に
配
備
さ
れ
て

い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
操
法
を

競
う
も
の
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
優
良
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。▲第４分団員

◎
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

☎（
61
）
０
９
１
１

町消防団が
県消防操法大会で

優良賞受賞

　

公
共
下
水
道
は
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
築
く
た
め
だ
け
で
な
く
、

河
川
や
海
な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
の
防
除
な
ど

の
役
割
を
担
う
重
要
な
施
設
で
す
。

９
月
10
日
は｢

下
水
道
の
日｣

｢

下
水
道
の
日｣

で
す

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

「
救
急
の
日
」
で
す

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

相模湾

浜
見
平
団
地

バ
ス
停

柳島二丁目
交差点

Ｇモービル

セブン
イレブン

浜
見
平
団
地

相
模
川

柳島交差点

新
湘
南
バ
イパス

柳島海岸交差点
歩道橋

柳島しおさい広場
（柳島管理センター内）出入口

至
平
塚

至
江
の
島

湘南大橋
国道134号

下
水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

11



OISO チャレンジフェスティバル各種教室募集 OISO 2010OISO 2010OISO 2010チャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバル

OISO 2010OISO 2010OISO 2010チャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバル OISO 2010OISO 2010OISO 2010チャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバル
▲サッカーナイン

P万台
第 2会場

Pフリーマーケ
ットも

同時開催！
フリーマーケ

ットも

同時開催！
フリーマーケ

ットも

同時開催！

　スポーツ用品、健康グッズ、衣類や
日用品などを再利用することを目的と
したフリーマーケットを開催します。
　笑顔と掘り出し物を見つけに、ぜひ
ご家族そろっていらしてください。

健康度・体力年齢チェックをしてみませんか！

若々しく元気になるためのヒントが盛りだくさん！

　出店を希望される方は町ホームペー
ジをご覧ください。

◎基金への協力をお願いします。
　町では旧吉田茂邸再建に向けて取り
組んでいます。
　町では旧吉田茂邸再建に向けて取り
組んでいます。

◎基金への協力をお願いします。

健康コーナー健康コーナー健康コーナー

体力アップのために

健康度チェック！

楽しく体験

・体力測定
・ストレッチ教室
・肺年齢測定
・セラバンドを使った
　筋力トレーニング体験
・うた体操

・骨密度測定
・町の保健室（血液サラサラ、血圧測定）

・マッサージコーナー
・マンモグラフィー
　(乳がん検診体験)
・献血
・歯とお口の相談コーナー

・食育コーナー
・赤ちゃん憩いの広場
・妊婦体験

これからも
健康でいるために

Challenge Rally

Program

チャレンジラリー種目一覧表

OISOチャレンジフェスティバル2010プロブラム

場所 種　　目

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

野

球

場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

サッカーナイン
サッカーリフティング
サッカードリブル
ターゲットゴルフ
バスケットボールゴール
50メートル走
バランス
竹馬･スナッグゴルフ
ゲートボール
コロコロキャッチ
ベースランニング
スピードガン
ストライクナイン
遠投
体力測定
ターゲットフリスビー
ヨーヨーつり
サーブ
卓球ゲーム

　とき　10:30 ～ 12:00
　対象　Ａグループ　小学校 1･2 年生
　　　　Ｂグループ　小学校 3･4 年生
　定員　各 25人
　持物　サッカーボール

　とき　①10:30 ～ 12:00
　　　　②13:00 ～ 14:30
　対象　制限なし
　定員　60 人（午前 30人、午後 30人）
　持物　ウォーキングができる服装

※各種教室申込締切　
　９月 17日（金）までにスポーツ健康課まで電話で申し込んで下さい。

　性別、経験等は問いません。

　　　　スポーツ健康課　☎内線 324

　とき　10:30 ～ 14:30（1時間毎）
　対象　制限なし
　定員　各 10人
　持物　ウォーキングができる服装

　とき　①10:30 ～ 12:00
　　　　②13:00 ～ 14:30
　対象　制限なし
　定員　32人
　①･②ともに中学生まで 8人
　高校生以上 8人
　持物　ラケット (貸出有り )

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼

硬式テニス教室硬式テニス教室 （役場テニス部）

ウォーキング教室ウォーキング教室
    （ランナーズ・ウェルネス、
　おおいそ健康ウォークの会） ノルディック・

ウォーキング教室
ノルディック・
ウォーキング教室
    （こみゅにてー・パティオ海鈴）

    （湘南ベルマーレ）

問 申・

～元気な大磯！　体力・健康・夢づくり～
☆運動公園でスポーツをやったり、見たり、歩いたり、おどったり、休 んだり、しゃべったり　
して、１日ゆっくり遊びませんか！
☆運動公園でスポーツをやったり、見たり、歩いたり、おどったり、休 んだり、しゃべったり　
して、１日ゆっくり遊びませんか！

と　き
ところ
対　象
持ち物
交　通

チャレンジラリー

シャトルバス
運行時間

10月３日（日）　10:00～15:00　9:30開場＜荒天中止＞
大磯運動公園
どなたでも好きな時間に自由に参加できます。
運動できる服装
駐車場に限りがありますので、できるだけ徒歩でご来場く
ださい。また、大磯小学校と運動公園を結ぶ無料のシャト
ルバスを運行します。

全部で19種類あるスポーツにチャレンジして、各種目のス
タンプを集めましょう。いくつの種目にチャレンジできる
かな？

出発場所 出発時間

大磯小学校校庭・
運動公園南側駐車場

９:00～13:45

10:30～15:45
15分～30分
間隔

運動公園南側信号機から万台こゆ
るぎの森方面へは、安全対策のた
め、車両の一方通行にご協力をお
願いします。

＝会場図＝

南駐車場

北駐車場

調整池

城山トンネル

そり
ゲレンデ

バスケット
コート

多目的
グラウンド

テニス
コート

管理棟

野球場

町道幹線 16号

N

3on3

ストレッチ
広場

旧吉田茂邸再建基金への協力をお願いいたします。

～旧吉田茂邸再建基金協力事業～

時間 種目 場所 備考
多目的グラウンド
（メインステージ）開会セレモニー

骨太体操

チャレンジラリー種目スタート

サッカー教室

硬式テニス教室

ウォーキング教室

ノルディック・ウォーキング教室

演目（ダンス・体操・踊り等）

閉会セレモニー

開会宣言

～15:00

～12:00

～14:30

～14:30

～14:30

閉会宣言

多目的グラウンド
（メインステージ）

多目的グラウンド
（メインステージ）

多目的グラウンド
（メインステージ）

多目的グラウンド
テニスコート、野球場

多目的グラウンド

テ ニ ス コ ー ト

テ ニ ス コ ー ト

テ ニ ス コ ー ト

10:00

10:15

10:20

15:00

10:25～
14:30

▲筋力トレーニング体験

◎フリーマーケット出店募集

　　　　　広報おおいそ　平成22年９月 12



OISO チャレンジフェスティバル各種教室募集 OISO 2010OISO 2010OISO 2010チャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバル

OISO 2010OISO 2010OISO 2010チャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバル OISO 2010OISO 2010OISO 2010チャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバルチャレンジフェスティバル
▲サッカーナイン

P万台
第 2会場

Pフリーマーケ
ットも

同時開催！
フリーマーケ

ットも

同時開催！
フリーマーケ

ットも

同時開催！

　スポーツ用品、健康グッズ、衣類や
日用品などを再利用することを目的と
したフリーマーケットを開催します。
　笑顔と掘り出し物を見つけに、ぜひ
ご家族そろっていらしてください。

健康度・体力年齢チェックをしてみませんか！

若々しく元気になるためのヒントが盛りだくさん！

　出店を希望される方は町ホームペー
ジをご覧ください。

◎基金への協力をお願いします。
　町では旧吉田茂邸再建に向けて取り
組んでいます。
　町では旧吉田茂邸再建に向けて取り
組んでいます。

◎基金への協力をお願いします。

健康コーナー健康コーナー健康コーナー

体力アップのために

健康度チェック！

楽しく体験

・体力測定
・ストレッチ教室
・肺年齢測定
・セラバンドを使った
　筋力トレーニング体験
・うた体操

・骨密度測定
・町の保健室（血液サラサラ、血圧測定）

・マッサージコーナー
・マンモグラフィー
　(乳がん検診体験)
・献血
・歯とお口の相談コーナー

・食育コーナー
・赤ちゃん憩いの広場
・妊婦体験

これからも
健康でいるために

Challenge Rally

Program

チャレンジラリー種目一覧表

OISOチャレンジフェスティバル2010プロブラム

場所 種　　目

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

野

球

場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

サッカーナイン
サッカーリフティング
サッカードリブル
ターゲットゴルフ
バスケットボールゴール
50メートル走
バランス
竹馬･スナッグゴルフ
ゲートボール
コロコロキャッチ
ベースランニング
スピードガン
ストライクナイン
遠投
体力測定
ターゲットフリスビー
ヨーヨーつり
サーブ
卓球ゲーム

　とき　10:30 ～ 12:00
　対象　Ａグループ　小学校 1･2 年生
　　　　Ｂグループ　小学校 3･4 年生
　定員　各 25人
　持物　サッカーボール

　とき　①10:30 ～ 12:00
　　　　②13:00 ～ 14:30
　対象　制限なし
　定員　60 人（午前 30人、午後 30人）
　持物　ウォーキングができる服装

※各種教室申込締切　
　９月 17日（金）までにスポーツ健康課まで電話で申し込んで下さい。

　性別、経験等は問いません。

　　　　スポーツ健康課　☎内線 324

　とき　10:30 ～ 14:30（1時間毎）
　対象　制限なし
　定員　各 10人
　持物　ウォーキングができる服装

　とき　①10:30 ～ 12:00
　　　　②13:00 ～ 14:30
　対象　制限なし
　定員　32人
　①･②ともに中学生まで 8人
　高校生以上 8人
　持物　ラケット (貸出有り )

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼

硬式テニス教室硬式テニス教室 （役場テニス部）

ウォーキング教室ウォーキング教室
    （ランナーズ・ウェルネス、
　おおいそ健康ウォークの会） ノルディック・

ウォーキング教室
ノルディック・
ウォーキング教室
    （こみゅにてー・パティオ海鈴）

    （湘南ベルマーレ）

問 申・

～元気な大磯！　体力・健康・夢づくり～
☆運動公園でスポーツをやったり、見たり、歩いたり、おどったり、休 んだり、しゃべったり　
して、１日ゆっくり遊びませんか！
☆運動公園でスポーツをやったり、見たり、歩いたり、おどったり、休 んだり、しゃべったり　
して、１日ゆっくり遊びませんか！

と　き
ところ
対　象
持ち物
交　通

チャレンジラリー

シャトルバス
運行時間

10月３日（日）　10:00～15:00　9:30開場＜荒天中止＞
大磯運動公園
どなたでも好きな時間に自由に参加できます。
運動できる服装
駐車場に限りがありますので、できるだけ徒歩でご来場く
ださい。また、大磯小学校と運動公園を結ぶ無料のシャト
ルバスを運行します。

全部で19種類あるスポーツにチャレンジして、各種目のス
タンプを集めましょう。いくつの種目にチャレンジできる
かな？

出発場所 出発時間

大磯小学校校庭・
運動公園南側駐車場

９:00～13:45

10:30～15:45
15分～30分
間隔

運動公園南側信号機から万台こゆ
るぎの森方面へは、安全対策のた
め、車両の一方通行にご協力をお
願いします。

＝会場図＝

南駐車場

北駐車場

調整池

城山トンネル

そり
ゲレンデ

バスケット
コート

多目的
グラウンド

テニス
コート

管理棟

野球場

町道幹線 16号

N

3on3

ストレッチ
広場

旧吉田茂邸再建基金への協力をお願いいたします。

～旧吉田茂邸再建基金協力事業～

時間 種目 場所 備考
多目的グラウンド
（メインステージ）開会セレモニー

骨太体操

チャレンジラリー種目スタート

サッカー教室

硬式テニス教室

ウォーキング教室

ノルディック・ウォーキング教室

演目（ダンス・体操・踊り等）

閉会セレモニー

開会宣言

～15:00

～12:00

～14:30

～14:30

～14:30

閉会宣言

多目的グラウンド
（メインステージ）

多目的グラウンド
（メインステージ）

多目的グラウンド
（メインステージ）

多目的グラウンド
テニスコート、野球場

多目的グラウンド

テ ニ ス コ ー ト

テ ニ ス コ ー ト

テ ニ ス コ ー ト

10:00

10:15

10:20

15:00

10:25～
14:30

▲筋力トレーニング体験

◎フリーマーケット出店募集

広報おおいそ　平成22年９月13



　　　　　広報おおいそ　平成22年９月 14

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

７月 13日現在、総額 44,925,054 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。
（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

平間　洋一

高木　眞紀子

植田　光子

大和株式会社

重田　照夫

大貝　憲三

三宅　豊

匿名

大磯町区長連絡協議会

匿名

匿名

株式会社アマダ

中郡医師会大磯班

匿名

あつぎ観光ボランティアガイド協会

湘南大磯クリニック　院長　齋藤　達也

横浜市

広島県広島市

長崎県長崎市

大磯町

大磯町

平塚市

東京都目黒区

※※※※※※

※※※※※

※※※※※

¥10,000

¥50,000

¥50,000

¥10,000

※※※※※

¥10,000

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

大磯町

大磯町

大磯町

伊勢原市

大磯町

茅ヶ崎市

厚木市

大磯町

¥240,000

¥5,000

¥100,000

¥1,000,000

※※※※※

※※※※※

¥5,000

※※※※※

国
際
連
盟
脱
退

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑫ (16件：６月９日～７月13日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

12

　
吉
田
は
、「
国
際
連
盟
発
足
当
初
か

ら
の
常
任
理
事
国
で
あ
る
日
本
の
地

位
は
、
第
一
次
大
戦
に
お
け
る
わ
が

国
の
功
績
の
結
果
、
か
ち
得
た
も
の

で
、
国
際
的
な
政
治
、
外
交
、
経
済

の
諸
問
題
に
、
大
国
の
一
員
と
し
て

発
言
し
得
る
唯
一
貴
重
な
る
権
利
で

あ
る
」（『
回
想
十
年
』
第
四
巻
）
と
認

識
し
て
お
り
、「
如
何
な
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
こ
れ
を
自
ら
放
棄
す
る
の

は
、
日
本
の
為
め
に
な
ら
ぬ
」（
同
）

と
し
て
、
国
際
連
盟
脱
退
を
頑
な
に

反
対
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
７
年
に
公
表
さ
れ
た
リ
ッ
ト

ン
報
告
書
の
内
容
は
、
満
州
を
巡
る

日
本
の
軍
事
行
動
を
自
衛
行
動
と
は

認
め
ず
、
ま
た
、
満
州
国
建
国
を
自
発

的
な
自
治
運
動
に
よ
る
結
果
と
し
て

も
認
め
な
い
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に

満
州
に
中
国
主
権
下
の
自
治
政
府
を

設
け
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
は
こ
の
時
既
に
満
州

国
を
承
認
し
て
お
り
、
報
告
書
に
反

発
、
吉
田
の
主
張
と
は
裏
腹
に
国
際

連
盟
脱
退
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
し

た
。

　
昭
和
８
年
２
月
に
開
か
れ
た
国
際

連
盟
臨
時
総
会
で
は
リ
ッ
ト
ン
報
告

書
（
勧
告
案
）
を
採
択
す
る
か
ど
う
か

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

日
本
全
権
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
が

松
岡
洋
右
で
す
。
吉
田
と
同
様
、
外

交
官
出
身
の
松
岡
は
、
退
官
後
、
南

満
州
鉄
道
株
式
会
社
の
理
事
を
経
て

代
議
士
と
な
っ
た
人
物
で
す
。
抜
群

の
英
語
力
を
誇
り
、
強
気
且
つ
自
信

家
で
あ
っ
た
松
岡
が
派
遣
さ
れ
る
と

聞
い
た
吉
田
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
「
全
権
は
議
論
し
に
行
く
の
で

は
な
く
て
、
寧
ろ
事
を
纏
め
に
い
く

と
い
う
性
質
」（
原
田
熊
雄
『
西
園
寺

公
と
政
局
』）
だ
と
考
え
、
元
オ
ー
ス

ト
リ
ア
駐
箚
大
使
の
秋
月
左
都
夫
を

同
行
さ
せ
る
よ
う
説
得
し
ま
す
。
し

か
し
こ
の
提
案
を
拒
否
さ
れ
た
吉
田

※上記のほか、４名の方から113,000円のご寄附をいただいております。
※寄附総額のうち72,380円は、役場本庁舎１階及び地階設置の旧吉田茂邸再建応援自動販売機の売上実績分の寄附額です。

は
、
外
務
省
の
元
先
輩
で
あ
る
松
岡

に
対
し
、「
頭
か
ら
水
を
浴
び
て
少
し

落
ち
つ
い
て
か
ら
行
け
」（
同
）
と
言

い
放
ち
ま
し
た
。
吉
田
の
面
目
躍
如

た
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
総
会
に
お
い
て
賛
成
42

票
、
反
対
１
票
（
日
本
）、
棄
権
１
票

（
シ
ャ
ム
・
現
タ
イ
）
と
い
う
圧
倒
的

多
数
で
報
告
書
が
採
択
さ
れ
る
と
、

松
岡
は
そ
の
場
か
ら
退
場
し
、
同
年

３
月
、
日
本
政
府
は
正
式
に
国
際
連

盟
脱
退
を
通
告
し
ま
し
た
。
吉
田
の

危
惧
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
日
本

の
孤
立
は
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員

　
曽
根
田
　
☎（
61
）
４
７
０
０

NO.76

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

７
月
４
日
の
八
坂
神
社
の
祭
典

大
磯
町
子
ど
も
議
会
説
明
会

中
丸
八
坂
神
社
祭
り

　
７
月
４
日
に
子
供
会
で
八
坂
神
社

の
祭
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
私
は
、「
玉
ぐ
し
ほ
う
て
ん
」
と
い

う
儀
式
に
６
年
代
表
と
し
て
出
ま
し

た
。「
玉
ぐ
し
ほ
う
て
ん
」
で
は
、
２

礼
２
拍
手
１
礼
を
や
り
ま
し
た
。

　「
玉
ぐ
し
ほ
う
て
ん
」
が
終
わ
っ
た

後
は
、
お
み
こ
し
を
か
つ
ぎ
ま
し
た
。

お
み
こ
し
は
、
赤
み
こ
し
と
青
み
こ

し
が
あ
っ
て
、
私
は
赤
み
こ
し
を
か

つ
ぎ
ま
し
た
。
赤
み
こ
し
は
、
約
４

㎞
弱
ぐ
ら
い
歩
き
ま
し
た
。

　
14
時
30
分
ぐ
ら
い
に
、
お
み
こ
し

を
か
つ
ぎ
終
わ
り
、
ご
祝
ぎ
と
あ
て

く
じ
の
景
品
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
今
度
は
、
花
車
に
乗
っ

て
、
太
こ
を
た
た
き
ま
し
た
。

　
お
み
こ
し
を
か
つ
ぐ
の
は
、
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
年
で
お
み
こ
し
を

か
つ
い
だ
り
、
太
こ
を
た
た
く
の
は
、

◎
問
い
合
わ
せ

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

６
年
生
で
最
後
だ
っ
た
の
で
、
楽
し

く
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
岸
本
　
明
奈
）

　
７
月
３
日
と
４
日
に
中
丸
八
坂
神

社
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
３
日
の
日

は
夜
宮
と
言
っ
て
、
５
、
６
年
生
が

花
車
に
乗
っ
て
、
た
い
こ
を
た
た
き

ま
し
た
。
私
は
６
年
な
の
で
、
大
だ

い
こ
を
た
た
き
ま
し
た
。

　
４
日
の
日
は
八
坂
神
社
の
当
日
で
、

６
年
生
は
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
う
ら
や
す
の
舞
や
お

み
こ
し
を
清
め
た
り
す
る
な
ど
、
日

本
ら
し
い
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
中
丸
子
供
会
の
子
供
達
は
「
子
供

み
こ
し
」
を
か
つ
い
で
、
中
丸
町
内

を
ね
り
歩
き
ま
し
た
。

　
と
て
も
疲
れ
た
け
れ
ど
、
地
い
き

の
人
々
と
ふ
れ
あ
え
て
、
良
か
っ
た

で
す
。
　
　
　
　
　（
内
海
　
帆
奈
美
）

　
今
年
度
の
秋
に
行
わ
れ
る
「
大
磯

町
子
ど
も
議
会
」
に
つ
い
て
の
説
明

会
が
、
７
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
大
磯
町
子
ど
も
議
会
」
と
は
、
国

府
小
学
校
と
大
磯
小
学
校
代
表
の
生

徒
が
集
ま
っ
て
、
町
長
な
ど
に
町
の

質
問
を
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
し

合
う
町
議
会
の
子
供
ば
ん
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

　
説
明
会
で
は
、
当
日
ま
で
の
準
備

を
す
る
日
に
ち
を
決
め
た
り
、
議
会

が
行
わ
れ
る
部
屋
を
見
学
し
た
り
し

ま
し
た
。

　
議
会
が
行
わ
れ
る
部
屋
は
、
テ
レ

ビ
で
見
て
い
る
国
会
議
事
堂
み
た
い

で
、「
こ
ん
な
す
ご
い
所
で
や
る
の
か
」

と
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　
秋
に
開
か
れ
る
「
大
磯
町
子
ど
も

議
会
」
に
向
け
て
、
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
内
海
　
帆
奈
美
）

▲保存修理後の木造地蔵菩薩坐像

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

　
も
と
高
麗
寺
地
蔵
堂
の
本
尊
で

あ
っ
た
本
像
は
、
像
高
一
四
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
を
量
る
大
ぶ
り
な
像
で
、

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
執
る

通
例
の
地
蔵
像
で
す
が
、
右
脚
を
は

ず
し
て
坐
る
安
坐
形
が
特
徴
で
す
。

が
っ
し
り
と
し
た
体
軀
や
、
張
り
の

あ
る
面
貌
表
現
な
ど
、
慶
派
彫
刻
の

特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
寄
木
造
で
玉

眼
嵌
入
が
な
さ
れ
、
当
代
鎌
倉
仏
師

の
制
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
面
部
内
に
建
治
四（
１
２
７
８
）
年

の
墨
書
銘
が
残
さ
れ
て
お
り
、
造
像

時
期
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
後
期
の
関
東
彫
刻
の
基
準
作

例
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
昭

和
47
年（
１
９
７
２
）
年
に
は
大
磯
町

大磯の
文化財
大磯の
文化財 8

（
神
奈
川
県
指
定
重
要
文
化
財
）

指
定
有
形
文
化
財
に
、
さ
ら
に
昭
和

49
（
１
９
７
４
）
年
に
は
神
奈
川
県

指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
近
世
に
は
曽
我
兄
弟
の
縁
人

虎
御
前
の
念
持
仏
で
あ
る
と
の
伝
説

か
ら
、「
虎
持
延
命
地
蔵
尊
」
と
し
て

信
仰
の
対
象
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
に
行
わ
れ
た
保
存
修
理
に

よ
り
、
優
れ
た
造
形
が
さ
ら
に
明
確

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は

本
像
の
概
要
と
修
理
状
況
等
に
つ
い

て
を
『
慶
覚
院
蔵
木
造
地
蔵
菩
薩
坐

像―

大
磯
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第

48
集―

』
と
し
て
本
年
３
月
に
刊
行

し
、
現
在
郷
土
資
料
館
に
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３

（
慶
覚
院
）

ほ
う  

じ
ゅ

あ
ん   

ざ   

ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
く

が
ん
か
ん
に
ゅ
う

か
た
く

む
し

ま
と

ち
ゅ
う
さ
つ

あ
き
づ
き  

さ   

つ   

お

▲奉天内城小西門上の日本軍
（写真／「満洲事変写真帖」所収
国立国会図書館ウェブサイトより転載）

　松
岡
洋
右
（
写
真
／
「
人
間
松
岡
の
全
貌
」

　所
収

　国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　よ
り
転
載
）

▲

▲神輿を担いでねり歩く様子

▲浦安の舞
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◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

７月 13日現在、総額 44,925,054 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。
（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

平間　洋一

高木　眞紀子

植田　光子

大和株式会社

重田　照夫

大貝　憲三

三宅　豊

匿名

大磯町区長連絡協議会

匿名

匿名

株式会社アマダ

中郡医師会大磯班

匿名

あつぎ観光ボランティアガイド協会

湘南大磯クリニック　院長　齋藤　達也

横浜市

広島県広島市

長崎県長崎市

大磯町

大磯町

平塚市

東京都目黒区

※※※※※※

※※※※※

※※※※※

¥10,000

¥50,000

¥50,000

¥10,000

※※※※※

¥10,000

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

大磯町

大磯町

大磯町

伊勢原市

大磯町

茅ヶ崎市

厚木市

大磯町

¥240,000

¥5,000

¥100,000

¥1,000,000

※※※※※

※※※※※

¥5,000

※※※※※

国
際
連
盟
脱
退

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑫ (16件：６月９日～７月13日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

12

　
吉
田
は
、「
国
際
連
盟
発
足
当
初
か

ら
の
常
任
理
事
国
で
あ
る
日
本
の
地

位
は
、
第
一
次
大
戦
に
お
け
る
わ
が

国
の
功
績
の
結
果
、
か
ち
得
た
も
の

で
、
国
際
的
な
政
治
、
外
交
、
経
済

の
諸
問
題
に
、
大
国
の
一
員
と
し
て

発
言
し
得
る
唯
一
貴
重
な
る
権
利
で

あ
る
」（『
回
想
十
年
』
第
四
巻
）
と
認

識
し
て
お
り
、「
如
何
な
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
こ
れ
を
自
ら
放
棄
す
る
の

は
、
日
本
の
為
め
に
な
ら
ぬ
」（
同
）

と
し
て
、
国
際
連
盟
脱
退
を
頑
な
に

反
対
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
７
年
に
公
表
さ
れ
た
リ
ッ
ト

ン
報
告
書
の
内
容
は
、
満
州
を
巡
る

日
本
の
軍
事
行
動
を
自
衛
行
動
と
は

認
め
ず
、
ま
た
、
満
州
国
建
国
を
自
発

的
な
自
治
運
動
に
よ
る
結
果
と
し
て

も
認
め
な
い
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に

満
州
に
中
国
主
権
下
の
自
治
政
府
を

設
け
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
は
こ
の
時
既
に
満
州

国
を
承
認
し
て
お
り
、
報
告
書
に
反

発
、
吉
田
の
主
張
と
は
裏
腹
に
国
際

連
盟
脱
退
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
し

た
。

　
昭
和
８
年
２
月
に
開
か
れ
た
国
際

連
盟
臨
時
総
会
で
は
リ
ッ
ト
ン
報
告

書
（
勧
告
案
）
を
採
択
す
る
か
ど
う
か

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

日
本
全
権
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
が

松
岡
洋
右
で
す
。
吉
田
と
同
様
、
外

交
官
出
身
の
松
岡
は
、
退
官
後
、
南

満
州
鉄
道
株
式
会
社
の
理
事
を
経
て

代
議
士
と
な
っ
た
人
物
で
す
。
抜
群

の
英
語
力
を
誇
り
、
強
気
且
つ
自
信

家
で
あ
っ
た
松
岡
が
派
遣
さ
れ
る
と

聞
い
た
吉
田
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
「
全
権
は
議
論
し
に
行
く
の
で

は
な
く
て
、
寧
ろ
事
を
纏
め
に
い
く

と
い
う
性
質
」（
原
田
熊
雄
『
西
園
寺

公
と
政
局
』）
だ
と
考
え
、
元
オ
ー
ス

ト
リ
ア
駐
箚
大
使
の
秋
月
左
都
夫
を

同
行
さ
せ
る
よ
う
説
得
し
ま
す
。
し

か
し
こ
の
提
案
を
拒
否
さ
れ
た
吉
田

※上記のほか、４名の方から113,000円のご寄附をいただいております。
※寄附総額のうち72,380円は、役場本庁舎１階及び地階設置の旧吉田茂邸再建応援自動販売機の売上実績分の寄附額です。

は
、
外
務
省
の
元
先
輩
で
あ
る
松
岡

に
対
し
、「
頭
か
ら
水
を
浴
び
て
少
し

落
ち
つ
い
て
か
ら
行
け
」（
同
）
と
言

い
放
ち
ま
し
た
。
吉
田
の
面
目
躍
如

た
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
総
会
に
お
い
て
賛
成
42

票
、
反
対
１
票
（
日
本
）、
棄
権
１
票

（
シ
ャ
ム
・
現
タ
イ
）
と
い
う
圧
倒
的

多
数
で
報
告
書
が
採
択
さ
れ
る
と
、

松
岡
は
そ
の
場
か
ら
退
場
し
、
同
年

３
月
、
日
本
政
府
は
正
式
に
国
際
連

盟
脱
退
を
通
告
し
ま
し
た
。
吉
田
の

危
惧
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
日
本

の
孤
立
は
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員

　
曽
根
田
　
☎（
61
）
４
７
０
０

NO.76

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

７
月
４
日
の
八
坂
神
社
の
祭
典

大
磯
町
子
ど
も
議
会
説
明
会

中
丸
八
坂
神
社
祭
り

　
７
月
４
日
に
子
供
会
で
八
坂
神
社

の
祭
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
私
は
、「
玉
ぐ
し
ほ
う
て
ん
」
と
い

う
儀
式
に
６
年
代
表
と
し
て
出
ま
し

た
。「
玉
ぐ
し
ほ
う
て
ん
」
で
は
、
２

礼
２
拍
手
１
礼
を
や
り
ま
し
た
。

　「
玉
ぐ
し
ほ
う
て
ん
」
が
終
わ
っ
た

後
は
、
お
み
こ
し
を
か
つ
ぎ
ま
し
た
。

お
み
こ
し
は
、
赤
み
こ
し
と
青
み
こ

し
が
あ
っ
て
、
私
は
赤
み
こ
し
を
か

つ
ぎ
ま
し
た
。
赤
み
こ
し
は
、
約
４

㎞
弱
ぐ
ら
い
歩
き
ま
し
た
。

　
14
時
30
分
ぐ
ら
い
に
、
お
み
こ
し

を
か
つ
ぎ
終
わ
り
、
ご
祝
ぎ
と
あ
て

く
じ
の
景
品
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
今
度
は
、
花
車
に
乗
っ

て
、
太
こ
を
た
た
き
ま
し
た
。

　
お
み
こ
し
を
か
つ
ぐ
の
は
、
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
年
で
お
み
こ
し
を

か
つ
い
だ
り
、
太
こ
を
た
た
く
の
は
、

◎
問
い
合
わ
せ

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

６
年
生
で
最
後
だ
っ
た
の
で
、
楽
し

く
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
岸
本
　
明
奈
）

　
７
月
３
日
と
４
日
に
中
丸
八
坂
神

社
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
３
日
の
日

は
夜
宮
と
言
っ
て
、
５
、
６
年
生
が

花
車
に
乗
っ
て
、
た
い
こ
を
た
た
き

ま
し
た
。
私
は
６
年
な
の
で
、
大
だ

い
こ
を
た
た
き
ま
し
た
。

　
４
日
の
日
は
八
坂
神
社
の
当
日
で
、

６
年
生
は
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
う
ら
や
す
の
舞
や
お

み
こ
し
を
清
め
た
り
す
る
な
ど
、
日

本
ら
し
い
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
中
丸
子
供
会
の
子
供
達
は
「
子
供

み
こ
し
」
を
か
つ
い
で
、
中
丸
町
内

を
ね
り
歩
き
ま
し
た
。

　
と
て
も
疲
れ
た
け
れ
ど
、
地
い
き

の
人
々
と
ふ
れ
あ
え
て
、
良
か
っ
た

で
す
。
　
　
　
　
　（
内
海
　
帆
奈
美
）

　
今
年
度
の
秋
に
行
わ
れ
る
「
大
磯

町
子
ど
も
議
会
」
に
つ
い
て
の
説
明

会
が
、
７
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
大
磯
町
子
ど
も
議
会
」
と
は
、
国

府
小
学
校
と
大
磯
小
学
校
代
表
の
生

徒
が
集
ま
っ
て
、
町
長
な
ど
に
町
の

質
問
を
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
し

合
う
町
議
会
の
子
供
ば
ん
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

　
説
明
会
で
は
、
当
日
ま
で
の
準
備

を
す
る
日
に
ち
を
決
め
た
り
、
議
会

が
行
わ
れ
る
部
屋
を
見
学
し
た
り
し

ま
し
た
。

　
議
会
が
行
わ
れ
る
部
屋
は
、
テ
レ

ビ
で
見
て
い
る
国
会
議
事
堂
み
た
い

で
、「
こ
ん
な
す
ご
い
所
で
や
る
の
か
」

と
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　
秋
に
開
か
れ
る
「
大
磯
町
子
ど
も

議
会
」
に
向
け
て
、
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
内
海
　
帆
奈
美
）

▲保存修理後の木造地蔵菩薩坐像

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

　
も
と
高
麗
寺
地
蔵
堂
の
本
尊
で

あ
っ
た
本
像
は
、
像
高
一
四
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
を
量
る
大
ぶ
り
な
像
で
、

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
執
る

通
例
の
地
蔵
像
で
す
が
、
右
脚
を
は

ず
し
て
坐
る
安
坐
形
が
特
徴
で
す
。

が
っ
し
り
と
し
た
体
軀
や
、
張
り
の

あ
る
面
貌
表
現
な
ど
、
慶
派
彫
刻
の

特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
寄
木
造
で
玉

眼
嵌
入
が
な
さ
れ
、
当
代
鎌
倉
仏
師

の
制
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
面
部
内
に
建
治
四（
１
２
７
８
）
年

の
墨
書
銘
が
残
さ
れ
て
お
り
、
造
像

時
期
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
後
期
の
関
東
彫
刻
の
基
準
作

例
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
昭

和
47
年（
１
９
７
２
）
年
に
は
大
磯
町

大磯の
文化財
大磯の
文化財 8

（
神
奈
川
県
指
定
重
要
文
化
財
）

指
定
有
形
文
化
財
に
、
さ
ら
に
昭
和

49
（
１
９
７
４
）
年
に
は
神
奈
川
県

指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
近
世
に
は
曽
我
兄
弟
の
縁
人

虎
御
前
の
念
持
仏
で
あ
る
と
の
伝
説

か
ら
、「
虎
持
延
命
地
蔵
尊
」
と
し
て

信
仰
の
対
象
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
に
行
わ
れ
た
保
存
修
理
に

よ
り
、
優
れ
た
造
形
が
さ
ら
に
明
確

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は

本
像
の
概
要
と
修
理
状
況
等
に
つ
い

て
を
『
慶
覚
院
蔵
木
造
地
蔵
菩
薩
坐

像―

大
磯
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第

48
集―

』
と
し
て
本
年
３
月
に
刊
行

し
、
現
在
郷
土
資
料
館
に
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３

（
慶
覚
院
）

ほ
う  

じ
ゅ

あ
ん   

ざ   

ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
く

が
ん
か
ん
に
ゅ
う

か
た
く

む
し

ま
と

ち
ゅ
う
さ
つ

あ
き
づ
き  

さ   

つ   

お

▲奉天内城小西門上の日本軍
（写真／「満洲事変写真帖」所収
国立国会図書館ウェブサイトより転載）

　松
岡
洋
右
（
写
真
／
「
人
間
松
岡
の
全
貌
」

　所
収

　国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　よ
り
転
載
）

▲

▲神輿を担いでねり歩く様子

▲浦安の舞
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「
元
祖
海
水
浴
場
・
大
磯
」
展

「
元
祖
海
水
浴
場
・
大
磯
」
展

図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館
図書館の休館日
９月／２、６、13、21、27日

９月／１、６、13、21、27日
郷土資料館の休館日

（
61
）４
７
０
０

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

郷
土
資
料
館
情
報

（
61
）３
０
０
２

　
大
磯
町
の
歴
史
の
な
か
で
、
近
世
〜
現

代
の
歴
史
の
分
野
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、

９
月
か
ら
毎
月
１
回
、
計
３
回
開
催
し
ま

す
。
第
１
回
目
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
表

紙
に
描
い
た
「
大
磯
宿
」
を
テ
ー
マ
に
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
第
１
回
「
東
海
道
と
大
磯
宿
」
　

▼
と
き
　
９
月
25
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
大
会
議
室

▼
講
師
　
土
井
　
浩
氏
（
元
平
塚
市
博
物
館

　
館
長
、
元
町
史
編
さ
ん
委
員
）

▼
定
員
　
60
人
　
申
込
制
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
み
　
９
月
３
日

　（
金
）
午
前
10
時
か

　
ら
、　本
館
・
分
館
で
、

　
来
館
ま
た
は
電
話
に

　
て
受
付
。

※

第
２
回
目
は
、「
幕

　
末
の
大
磯
」
第
３
回

　
目
は
、「
鴫
立
庵
」
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
今
回
ア
メ
リ
カ
で
、
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
周
囲
の

言
語
は
日
本
語
で
し
た
が
、
そ
れ
が
今
回
は
英
語
と
な
り
、
知
っ
て
い
る
は
ず
の

知
識
が
出
て
こ
な
い
と
い
う
苦
い
経
験
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
と
て
も
暖
か
く
、
手
探
り
で
英
語
を
話
す
私
を
ゆ
っ
く
り
と
待
ち
、
内
容

を
理
解
し
よ
う
と
精
一
杯
努
力
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
、
彼
ら
の
話
を
精
一
杯

聞
き
取
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
く
よ
う
に
心
が
け
、
完
璧
と
は
い
か
ず
と
も

会
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
言
語
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
上
で
確
か
に
重
要
な
も
の
で
す
。
し
か

し
、
言
語
が
な
く
と
も
人
間
の
絆
は
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私

が
英
語
で
会
話
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
が
、
絆

は
そ
の
と
き
既
に
確
か
に
生
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
。

こ
の
こ
と
が
絆
を
結
ぶ
上
で
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
同
じ
言
語
の
地
域
で
は
知
り
得
な
い
こ
と
を
今
回
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
機
会
を
下
さ
っ
た
大
磯
町
姉
妹
都
市
協
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
姉
妹
都
市
事
業
に
携
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
館
情
報

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

夏
季
企
画
展
「
元
祖
海
水
浴
場
・
大
磯―

東

京
中
の
し
ゃ
れ
た
奴
ら
が
や
っ
て
き
た
！

―

」
を
開
催
中
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
館
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
残
り
の
日
程
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
　
９
月
５
日（
日
）ま
で

▼
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

▼
会
場
　
企
画
展
示
室

▼
入
館
料
　
無
料

▲大磯宿場絵図

▲ブックスタートの様子

▲海水茶屋の復元（左）や海水浴グッズ（右）を展示

▲海藻おしばの作品

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
な
が
ら
絵
本
を
手

渡
す
運
動
で
す
。

　
町
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

「
４
ヶ
月
児
健
診
」
終
了
後
に
、
受
診
者
全

員
を
対
象
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
肌
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
こ
と
ば
と

心
を
通
わ
す
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と

と
き
を
「
絵
本
」
を
介
し
て
持
つ
こ
と
を
応

援
し
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
会
場

で
は
、
職
員

や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
絵

本
を
読
み
、

親
子
で
そ
の

世
界
を
楽
し

ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。
３

冊
の
絵
本
か

ら
ご
希
望
の
１
冊
と
布
製
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　
そ
の
場
で
図
書
館
の
利
用
券
の
発
行
を
し

ま
す
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
記
念
に
是
非
登
録

し
て
、
図
書
館
利
用
の
き
っ
か
け
と
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
都
合
に
よ
り
、
会
場
で

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
個
別
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
直
接
図

書
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
今
年
も
実
施
中

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
今
年
も
実
施
中

町
の
歴
史
講
座
　
受
講
者
募
集

町
の
歴
史
講
座
　
受
講
者
募
集

　
海
藻
を
テ
ー
マ
に
、
磯
の
観
察
や
海
藻
お

し
ば
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
海
藻
を
テ
ー
マ
に
年
間
を
通
し
て
活
動
を

行
な
い
ま
す
。

　
本
年
５
月
に
活
動
を
開
始
し
、
現
在
、
会

員
数
は
５
人
で
す
。
内
容
と
し
て
は
、
本
町

海
岸
で
の
海
藻
収
集
や
お
し
ば
標
本
の
作
製

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
本
町
の
海

藻
の
目
録
化
を
目
指
し
、
引
き
続
き
標
本
を

作
製
す
る
と
と
も
に
相
模
湾
沿
岸
の
他
市
町

の
磯
観
察
や
博
物
館
見
学
な
ど
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
活
動
日
は
10
月
以
降
の
毎
月
第
３

木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
で
す
。

　
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は
郷
土
資
料
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。☎（
61
）
４
７
０
０

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

海
の
森
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

海
の
森
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

　町姉妹都市協会から、国際姉妹都市である「米国ウィスコンシン
州ラシン市」に町内在住の高校生４名を派遣しました。派遣高校生は、
７月 22 日（木）から８月５日（木）までの２週間、大磯町の魅力を
ＰＲしたほか、米国の家庭生活を通して、文化の違いやコミュニケー
ションの大切さを身をもって経験してきました。ここでは４名の渡
航記の一部をご紹介します。
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国際姉妹都市派遣高校生渡航記国際姉妹都市派遣高校生渡航記

絆
を
結
ぶ
上
で
重
要
な
こ
と

石
田

　奈
穂

　
僕
は
、
米
国
の
ラ
シ
ン
市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
、
二
週
間
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ラ
シ
ン
に
着
い
て
感
じ
た
事
は
、
空
気
が
違
う
と
い
う
事
で
し
た
。
風
も

冷
た
く
空
気
が
さ
ら
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。
気
温
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
き
な
り
文

化
の
違
い
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
気
温
と
言
え
ば
摂
氏
で
表
す
と
こ
ろ
、

華
氏
で
言
わ
れ
た
の
で
、
聞
い
た
時
は
意
味
不
明
で
し
た
。
後
に
な
っ
て
気
が
つ
き

ま
し
た
。
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
単
位
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
食

事
の
際
、
牛
乳
が
ガ
ロ
ン
の
ビ
ン
で
出
て
来
た
時
は
、
そ
の
量
に
驚
き
ま
し
た
。

　
ラ
シ
ン
で
の
経
験
は
、
僕
に
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
て
く
れ
、
物
事
に
対
す
る
考
え

方
が
少
し
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、

う
ま
く
英
語
に
訳
せ
ず
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
伝

え
た
い
事
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
姉
妹
都
市
協
会
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の
方
々
に
は
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

驚
き
の
連
続
の
中
で

金
子

　智
紀

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
へ
行
き
、『you’re m

y fam
ily!

』
と
言
わ
れ
ハ
グ
を

さ
れ
た
時
、
初
め
て
自
分
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
の
だ
な
と
実
感
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

　
驚
き
の
毎
日
で
し
た
が
、一
番
驚
い
た
の
が
食
生
活
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
は
ジ
ャ

ン
ク
フ
ー
ド
を
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
正

反
対
で
健
康
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
、
と
て
も
口
に
合
い
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
含
め
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
は
様
々
な
こ
と

を
柔
軟
に
受
け
と
め
ら
れ
る
心
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
の
出
来
事
一
つ
一
つ
に
喜
怒
哀
楽
の
表
情
が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
し
た
。
自
分
の

感
じ
た
こ
と
を
他
の
人
と
共
有
で
き
る
雰
囲
気
を
皆
が
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
会
話
が
続
き
、
言
語
が
異
な
っ
て
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
笑
い
の
絶
え
な
い
毎
日
だ
っ
た
分
、
別
れ
が
と
て
も
悲
し
く
た
く
さ
ん
泣
き
ま

し
た
が
、
３
年
後
に
ま
た
絶
対
来
る
ね
、
と
約
束
を
し
ま
し
た
。

　
一
生
残
る
経
験
、
宝
物
を
こ
の
夏
に
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
姉
妹
都
市

協
会
の
皆
さ
ん
、
ラ
シ
ン
市
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
生
に
残
る
経
験
と
宝
物

富
田

　芽
衣

　
僕
に
と
っ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。
知
ら
な
い
人
の
家
で

の
生
活
、
言
葉
の
問
題
や
海
外
で
生
活
を
す
る
こ
と
な
ど
不
安
で
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
ほ
と
ん
ど
の
不
安
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
家
族
は
皆
優
し
く
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
僕
の
ぎ
こ
ち
な
い
英
語
も
一
生
懸

命
に
聞
こ
う
と
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
会
話
に
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
僕
は
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
知
っ
て
い
る
単
語
を
並
べ
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
い
、た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。

　
短
時
間
で
し
た
が
、
こ
ん
な
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
仲
良
く
な
れ
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
、
異
文
化
に
触
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
、
い
つ
か
こ
の
体
験
を
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
楽
し
い
思
い
出
と
大

き
な
経
験
が
で
き
た
の
は
、
姉
妹
都
市
協
会
の
方
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
方

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

言
葉
で
は
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

岩
本

　和
也

▲ 左から岩本さん、石田さん、ラシン市長、富田さん、金子さん（ラシン市庁舎にて）
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「
元
祖
海
水
浴
場
・
大
磯
」
展

「
元
祖
海
水
浴
場
・
大
磯
」
展

図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館
図書館の休館日
９月／２、６、13、21、27日

９月／１、６、13、21、27日
郷土資料館の休館日

（
61
）４
７
０
０

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

郷
土
資
料
館
情
報

（
61
）３
０
０
２

　
大
磯
町
の
歴
史
の
な
か
で
、
近
世
〜
現

代
の
歴
史
の
分
野
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、

９
月
か
ら
毎
月
１
回
、
計
３
回
開
催
し
ま

す
。
第
１
回
目
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
表

紙
に
描
い
た
「
大
磯
宿
」
を
テ
ー
マ
に
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
第
１
回
「
東
海
道
と
大
磯
宿
」
　

▼
と
き
　
９
月
25
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
大
会
議
室

▼
講
師
　
土
井
　
浩
氏
（
元
平
塚
市
博
物
館

　
館
長
、
元
町
史
編
さ
ん
委
員
）

▼
定
員
　
60
人
　
申
込
制
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
み
　
９
月
３
日

　（
金
）
午
前
10
時
か

　
ら
、　本
館
・
分
館
で
、

　
来
館
ま
た
は
電
話
に

　
て
受
付
。

※

第
２
回
目
は
、「
幕

　
末
の
大
磯
」
第
３
回

　
目
は
、「
鴫
立
庵
」
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
今
回
ア
メ
リ
カ
で
、
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
周
囲
の

言
語
は
日
本
語
で
し
た
が
、
そ
れ
が
今
回
は
英
語
と
な
り
、
知
っ
て
い
る
は
ず
の

知
識
が
出
て
こ
な
い
と
い
う
苦
い
経
験
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
と
て
も
暖
か
く
、
手
探
り
で
英
語
を
話
す
私
を
ゆ
っ
く
り
と
待
ち
、
内
容

を
理
解
し
よ
う
と
精
一
杯
努
力
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
、
彼
ら
の
話
を
精
一
杯

聞
き
取
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
く
よ
う
に
心
が
け
、
完
璧
と
は
い
か
ず
と
も

会
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
言
語
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
上
で
確
か
に
重
要
な
も
の
で
す
。
し
か

し
、
言
語
が
な
く
と
も
人
間
の
絆
は
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私

が
英
語
で
会
話
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
が
、
絆

は
そ
の
と
き
既
に
確
か
に
生
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
。

こ
の
こ
と
が
絆
を
結
ぶ
上
で
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
同
じ
言
語
の
地
域
で
は
知
り
得
な
い
こ
と
を
今
回
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
機
会
を
下
さ
っ
た
大
磯
町
姉
妹
都
市
協
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
姉
妹
都
市
事
業
に
携
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
館
情
報

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

夏
季
企
画
展
「
元
祖
海
水
浴
場
・
大
磯―

東

京
中
の
し
ゃ
れ
た
奴
ら
が
や
っ
て
き
た
！

―

」
を
開
催
中
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
館
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
残
り
の
日
程
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
　
９
月
５
日（
日
）ま
で

▼
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

▼
会
場
　
企
画
展
示
室

▼
入
館
料
　
無
料

▲大磯宿場絵図

▲ブックスタートの様子

▲海水茶屋の復元（左）や海水浴グッズ（右）を展示

▲海藻おしばの作品

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
な
が
ら
絵
本
を
手

渡
す
運
動
で
す
。

　
町
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

「
４
ヶ
月
児
健
診
」
終
了
後
に
、
受
診
者
全

員
を
対
象
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
肌
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
こ
と
ば
と

心
を
通
わ
す
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と

と
き
を
「
絵
本
」
を
介
し
て
持
つ
こ
と
を
応

援
し
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
会
場

で
は
、
職
員

や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
絵

本
を
読
み
、

親
子
で
そ
の

世
界
を
楽
し

ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。
３

冊
の
絵
本
か

ら
ご
希
望
の
１
冊
と
布
製
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　
そ
の
場
で
図
書
館
の
利
用
券
の
発
行
を
し

ま
す
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
記
念
に
是
非
登
録

し
て
、
図
書
館
利
用
の
き
っ
か
け
と
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
都
合
に
よ
り
、
会
場
で

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
個
別
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
直
接
図

書
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
今
年
も
実
施
中

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
今
年
も
実
施
中

町
の
歴
史
講
座
　
受
講
者
募
集

町
の
歴
史
講
座
　
受
講
者
募
集

　
海
藻
を
テ
ー
マ
に
、
磯
の
観
察
や
海
藻
お

し
ば
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
海
藻
を
テ
ー
マ
に
年
間
を
通
し
て
活
動
を

行
な
い
ま
す
。

　
本
年
５
月
に
活
動
を
開
始
し
、
現
在
、
会

員
数
は
５
人
で
す
。
内
容
と
し
て
は
、
本
町

海
岸
で
の
海
藻
収
集
や
お
し
ば
標
本
の
作
製

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
本
町
の
海

藻
の
目
録
化
を
目
指
し
、
引
き
続
き
標
本
を

作
製
す
る
と
と
も
に
相
模
湾
沿
岸
の
他
市
町

の
磯
観
察
や
博
物
館
見
学
な
ど
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
活
動
日
は
10
月
以
降
の
毎
月
第
３

木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
で
す
。

　
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は
郷
土
資
料
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。☎（
61
）
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７
０
０
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Ｉ
Ｓ
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学
び
塾

Ｏ
Ｉ
Ｓ
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学
び
塾

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

海
の
森
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

海
の
森
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

　町姉妹都市協会から、国際姉妹都市である「米国ウィスコンシン
州ラシン市」に町内在住の高校生４名を派遣しました。派遣高校生は、
７月 22 日（木）から８月５日（木）までの２週間、大磯町の魅力を
ＰＲしたほか、米国の家庭生活を通して、文化の違いやコミュニケー
ションの大切さを身をもって経験してきました。ここでは４名の渡
航記の一部をご紹介します。
◎問い合わせ　総務課　内線 211

国際姉妹都市派遣高校生渡航記国際姉妹都市派遣高校生渡航記

絆
を
結
ぶ
上
で
重
要
な
こ
と

石
田

　奈
穂

　
僕
は
、
米
国
の
ラ
シ
ン
市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
、
二
週
間
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ラ
シ
ン
に
着
い
て
感
じ
た
事
は
、
空
気
が
違
う
と
い
う
事
で
し
た
。
風
も

冷
た
く
空
気
が
さ
ら
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。
気
温
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
き
な
り
文

化
の
違
い
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
気
温
と
言
え
ば
摂
氏
で
表
す
と
こ
ろ
、

華
氏
で
言
わ
れ
た
の
で
、
聞
い
た
時
は
意
味
不
明
で
し
た
。
後
に
な
っ
て
気
が
つ
き

ま
し
た
。
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
単
位
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
食

事
の
際
、
牛
乳
が
ガ
ロ
ン
の
ビ
ン
で
出
て
来
た
時
は
、
そ
の
量
に
驚
き
ま
し
た
。

　
ラ
シ
ン
で
の
経
験
は
、
僕
に
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
て
く
れ
、
物
事
に
対
す
る
考
え

方
が
少
し
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、

う
ま
く
英
語
に
訳
せ
ず
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
伝

え
た
い
事
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
姉
妹
都
市
協
会
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の
方
々
に
は
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

驚
き
の
連
続
の
中
で

金
子

　智
紀

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
へ
行
き
、『you’re m

y fam
ily!

』
と
言
わ
れ
ハ
グ
を

さ
れ
た
時
、
初
め
て
自
分
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
の
だ
な
と
実
感
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

　
驚
き
の
毎
日
で
し
た
が
、一
番
驚
い
た
の
が
食
生
活
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
は
ジ
ャ

ン
ク
フ
ー
ド
を
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
正

反
対
で
健
康
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
、
と
て
も
口
に
合
い
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
含
め
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
は
様
々
な
こ
と

を
柔
軟
に
受
け
と
め
ら
れ
る
心
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
の
出
来
事
一
つ
一
つ
に
喜
怒
哀
楽
の
表
情
が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
し
た
。
自
分
の

感
じ
た
こ
と
を
他
の
人
と
共
有
で
き
る
雰
囲
気
を
皆
が
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
会
話
が
続
き
、
言
語
が
異
な
っ
て
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
笑
い
の
絶
え
な
い
毎
日
だ
っ
た
分
、
別
れ
が
と
て
も
悲
し
く
た
く
さ
ん
泣
き
ま

し
た
が
、
３
年
後
に
ま
た
絶
対
来
る
ね
、
と
約
束
を
し
ま
し
た
。

　
一
生
残
る
経
験
、
宝
物
を
こ
の
夏
に
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
姉
妹
都
市

協
会
の
皆
さ
ん
、
ラ
シ
ン
市
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
生
に
残
る
経
験
と
宝
物

富
田

　芽
衣

　
僕
に
と
っ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。
知
ら
な
い
人
の
家
で

の
生
活
、
言
葉
の
問
題
や
海
外
で
生
活
を
す
る
こ
と
な
ど
不
安
で
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
ほ
と
ん
ど
の
不
安
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
家
族
は
皆
優
し
く
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
僕
の
ぎ
こ
ち
な
い
英
語
も
一
生
懸

命
に
聞
こ
う
と
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
会
話
に
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
僕
は
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
知
っ
て
い
る
単
語
を
並
べ
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
い
、た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。

　
短
時
間
で
し
た
が
、
こ
ん
な
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
仲
良
く
な
れ
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
、
異
文
化
に
触
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
、
い
つ
か
こ
の
体
験
を
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
楽
し
い
思
い
出
と
大

き
な
経
験
が
で
き
た
の
は
、
姉
妹
都
市
協
会
の
方
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
方

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

言
葉
で
は
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

岩
本

　和
也

▲ 左から岩本さん、石田さん、ラシン市長、富田さん、金子さん（ラシン市庁舎にて）



　「いのちの体験」を積み重ねるこ
とで「人権が真に尊重される明るい
社会」を目指しましょう。
　とき　10月 28日（木）
　14:00 ～ 16:00
　ところ　福祉センターさざれ石　
　2階レクリエーション室
　講師　近藤　卓氏（東海大学文学
　部心理・社会学科教授　日本学校
　メンタルヘルス学会理事長　こど
　もといのちの教育研究会会長）
　対象　町内在住・在勤の方80人
　参加費　無料
　申込み　電話で 9 月 6 日（月）か
　ら（先着順 )
問・申　生涯学習課　☎内線 323

　参加費　１ペア各回 500円
　( 収穫した農産物・保険代等含む ) 
　申込方法　郵便番号、住所、児童
　名（ふりがな）、学校名･学年、保
　護者名（ふりがな）、電話番号、希望
　の収穫体験番号を明記し、はがき
　で申込んでください。結果は 9 月
　末日までにお知らせします。
　申込期限　9月 17日（金）まで
　当日消印有効。

　とき
　①第１回　さつまいもの収穫
　　10月 16日（土）生沢
　②第２回　みかんの収穫
　　11月 27日（土）虫窪
　各回　13:30 ～（雨天順延）
　募集人数･要件　
　15家族 30人（応募者多数抽選）
　① 町内在住の小学生及びその家族
　　で、原則、大人･子ども各１人
　　のペア参加。
　②指定した場所に集合できる方　
　　（第1回目のみＪＡ湘南大磯支所。
　　　2回目は現地集合。）

問・申　〒259-0114 大磯町月京　
　6-7 湘南農協大磯支所｢大磯親子
　ふれあい収穫体験｣係まで
　・湘南農協大磯支所　☎（71）2511
　・環境経済課　☎内線 263

　塩分控え目で、おいしく食べられ
る！バランスのよい献立を実習しま
しょう。
　とき　9月 28日（火）
　10:00 ～ 13:00
　ところ　保健センター 1階保健指
　導室
　対象　成人男女
　定員　24人
　参加費　600円（材料費、保険代）
　持物　エプロン、三角巾、手ふき
　タオル、筆記用具
　主催　大磯町食生活改善推進団体
　（ママの会）
　申込締切　9月 21日（火）まで
問・申　加藤宅
　☎･FAX（61）3111

情報コーナー情報コーナー情報コーナー 役場 161-4100
問

申

問い合わせ
申込み

　とき　9月 27日（月）、10月18日
　（月）いずれも10:00～11:30
　（9月 27日は骨密度測定も実施）
　ところ　保健センター 2階研修室
　内容　エアロビクスを取り入れた
　体操やストレッチ、骨太体操など
　対象　20～ 50 歳代の方（保育ボラ
　ンティアの会による見守りあり）
　※申込み不要・直接会場へ
問　スポーツ健康課　☎内線 310

　浜辺でフットボールを使った体操
と、ミニゲームをして楽しもう！
　とき　9月 18日（土）9:00 ～
　11:00（10 月以降も毎月第 3土曜
　日に同じ時間で開催）
　ところ　北浜海岸（海水浴場）
　対象　町または近隣にお住まいの
　小学生から大人の方（20人）
　費用　500円（保険代）
　持物　飲み物、マリンシューズ（当
　日は動きやすい服装でお越しくだ
　さい）
　申込み　下記ＱＲコードからメー
　ルで送信、または事務局まで電話
　かＦＡＸで名前、年齢、電話番号
　をご連絡ください。申込期日とし
　て毎月 1～10日（月曜日を除く）。
問　大磯町総合型地域スポーツクラブ
　大磯うみくらぶ事務局（大磯プリ
　ンスホテル湘南ストリー 2-103　
　ラバーズ・ライン内）
　☎（61）7650　FAX（61）7660

　鎌倉時代の大磯西側丘陵山麓の京
鎌倉往還道を辿り､新田義貞に焼き
討ちされた今はなき真楽寺名残の谷
戸観音を訪ねる散策です。
　とき　9月 25日（土）　小雨決行
　集合場所・時間　JR 大磯駅前　
　9:30 
　コース　大磯駅～妙大寺～「一本
　稲荷」～寺内邸～白岩神社～谷戸
　観音～金龍寺～大磯城山公園
　解散　約 4km　約 2時間 30分
　定員　100人（当日先着順）
　参加費　500 円（保険代、資料代
　含む）
問・申　大磯ガイドボランティア協
　会　大磯町大磯 960-3（はまひる
　がお内）　☎080（3429）2145　
　月～土　9:00 ～ 17:00

　とき　9月 12日（日）  8:30 開会
　ところ　大磯中学校グラウンド
　参加資格　大磯町在住、在勤の方
　競技規則　日本ソフトボール協会
　オフィシャルルール
　申込締切　9月 6日（月）
　代表者会議･抽選会
　9月 7日（火） 19:00 ～生涯学習館
問　町体育協会ソフトボール部
　尾崎宅　☎（61）4550

　8 月 1日（日）運動公園野球場、4
チームが参加。
優　勝　東町子供会野球部
準優勝　大磯ドルフィンズ
第３位　大磯山手スパークス
第４位　西小磯東子ども会野球部
問　町体育協会野球部
　和田宅　☎（61）2488

　北鎌倉から葛原岡、大仏へ、海を
遠望する緑の山道を行く健康ハイク
を楽しみませんか。
　とき　9月 15日（水）（雨天中止）
　集合場所･時間　北鎌倉駅前10:00
　コース　北鎌倉駅～天柱峰～葛原
　岡神社～源氏山公園（昼食）～銭
　洗弁天～佐助稲荷神社～大仏坂切
　通し～高徳院鎌倉大仏
　（解散　14:30 頃）
　参加費　400 円（大仏拝観料含、
　保険代等）
　持参　弁当、飲み物、保険証、手袋、
　雨具など
　服装　歩きやすい服装と靴
　申込期限　9月 13日（月）
問・申　スポーツ健康課
　☎内線 309

　とき　10月 18日（月）
　ところ　平塚富士見カントリーク
　ラブ大磯コース
　参加資格　町在住、在勤の 10月
　18日現在で 20歳以上の方
　定員　180人
　参加費　16,000 円（グリーン　
　フィー・キャディーフィー・昼食・
　賞品・パーティー・ロッカー・利
　用税を含む）参加費は申込み受付
　後、郵送する振込通知書で納付し
　て下さい。
　申込み　はがきに住所・氏名・性
　別・生年月日・電話番号・ハンディ
　キャップを記入のうえ、9月19日
　（日）までに秋季町民ゴルフ大会事
　務局まで 〒255-0003 大磯町大
　磯 1022 町ゴルフ協会秋季町民ゴ
　ルフ大会事務局添田地所内へ（同
　日消印有効）
　町会員募集中　特典多数あり　申
　込・詳細は町ゴルフ協会まで
問　町ゴルフ協会（添田地所）
　☎（61）2070

Ｂウェーブ
(産後のシェイプアップ)

鎌倉大仏爽快ハイク
参加者募集

秋季町民ゴルフ大会
ビーチフッティ体験会

浜辺のニュースポーツで健康づくり

人権教育講演会を開催

第 47回
大磯町少年野球大会結果

第 18回町民秋季
男子ソフトボール大会

初秋の鎌倉古道を往く
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大磯親子ふれあい収穫体験参加者募集

　収穫体験や生産農家との交流を通じ、収穫の喜びと食と農の大切さを体験してください。

　地域であなたの経験・技術を活か
したい方、新しい仲間を探したい方
のご参加をお待ちしています。
　とき　10月 1日（金）
　13:30 ～ 16:00
　ところ　生涯学習館２階集会室
　講師　NPO 法人アドバイザー　
　ネットワーク神奈川　代表理事　
　若林　冴子氏
　内容　福祉、ＮＰＯ・協働、女性、
　家族、まちづくり、国際、災害・
　防災、青少年・教育、健康などの
　分野で活動している団体の方の活
　動報告が聞けます。
　申込み　9 月 6 日（月）から電話
　で先着 50人（参加費無料）
問・申　生涯学習課　☎内線 323

「OISO学び塾」
地域活動入門相談会

問 申・
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　「いのちの体験」を積み重ねるこ
とで「人権が真に尊重される明るい
社会」を目指しましょう。
　とき　10月 28日（木）
　14:00 ～ 16:00
　ところ　福祉センターさざれ石　
　2階レクリエーション室
　講師　近藤　卓氏（東海大学文学
　部心理・社会学科教授　日本学校
　メンタルヘルス学会理事長　こど
　もといのちの教育研究会会長）
　対象　町内在住・在勤の方80人
　参加費　無料
　申込み　電話で 9 月 6 日（月）か
　ら（先着順 )
問・申　生涯学習課　☎内線 323

　参加費　１ペア各回 500円
　( 収穫した農産物・保険代等含む ) 
　申込方法　郵便番号、住所、児童
　名（ふりがな）、学校名･学年、保
　護者名（ふりがな）、電話番号、希望
　の収穫体験番号を明記し、はがき
　で申込んでください。結果は 9 月
　末日までにお知らせします。
　申込期限　9月 17日（金）まで
　当日消印有効。

　とき
　①第１回　さつまいもの収穫
　　10月 16日（土）生沢
　②第２回　みかんの収穫
　　11月 27日（土）虫窪
　各回　13:30 ～（雨天順延）
　募集人数･要件　
　15家族 30人（応募者多数抽選）
　① 町内在住の小学生及びその家族
　　で、原則、大人･子ども各１人
　　のペア参加。
　②指定した場所に集合できる方　
　　（第1回目のみＪＡ湘南大磯支所。
　　　2回目は現地集合。）

問・申　〒259-0114 大磯町月京　
　6-7 湘南農協大磯支所｢大磯親子
　ふれあい収穫体験｣係まで
　・湘南農協大磯支所　☎（71）2511
　・環境経済課　☎内線 263

　塩分控え目で、おいしく食べられ
る！バランスのよい献立を実習しま
しょう。
　とき　9月 28日（火）
　10:00 ～ 13:00
　ところ　保健センター 1階保健指
　導室
　対象　成人男女
　定員　24人
　参加費　600円（材料費、保険代）
　持物　エプロン、三角巾、手ふき
　タオル、筆記用具
　主催　大磯町食生活改善推進団体
　（ママの会）
　申込締切　9月 21日（火）まで
問・申　加藤宅
　☎･FAX（61）3111

情報コーナー情報コーナー情報コーナー 役場 161-4100
問

申

問い合わせ
申込み

　とき　9月 27日（月）、10月18日
　（月）いずれも10:00～11:30
　（9月 27日は骨密度測定も実施）
　ところ　保健センター 2階研修室
　内容　エアロビクスを取り入れた
　体操やストレッチ、骨太体操など
　対象　20～ 50 歳代の方（保育ボラ
　ンティアの会による見守りあり）
　※申込み不要・直接会場へ
問　スポーツ健康課　☎内線 310

　浜辺でフットボールを使った体操
と、ミニゲームをして楽しもう！
　とき　9月 18日（土）9:00 ～
　11:00（10 月以降も毎月第 3土曜
　日に同じ時間で開催）
　ところ　北浜海岸（海水浴場）
　対象　町または近隣にお住まいの
　小学生から大人の方（20人）
　費用　500円（保険代）
　持物　飲み物、マリンシューズ（当
　日は動きやすい服装でお越しくだ
　さい）
　申込み　下記ＱＲコードからメー
　ルで送信、または事務局まで電話
　かＦＡＸで名前、年齢、電話番号
　をご連絡ください。申込期日とし
　て毎月 1～10日（月曜日を除く）。
問　大磯町総合型地域スポーツクラブ
　大磯うみくらぶ事務局（大磯プリ
　ンスホテル湘南ストリー 2-103　
　ラバーズ・ライン内）
　☎（61）7650　FAX（61）7660

　鎌倉時代の大磯西側丘陵山麓の京
鎌倉往還道を辿り､新田義貞に焼き
討ちされた今はなき真楽寺名残の谷
戸観音を訪ねる散策です。
　とき　9月 25日（土）　小雨決行
　集合場所・時間　JR 大磯駅前　
　9:30 
　コース　大磯駅～妙大寺～「一本
　稲荷」～寺内邸～白岩神社～谷戸
　観音～金龍寺～大磯城山公園
　解散　約 4km　約 2時間 30分
　定員　100人（当日先着順）
　参加費　500 円（保険代、資料代
　含む）
問・申　大磯ガイドボランティア協
　会　大磯町大磯 960-3（はまひる
　がお内）　☎080（3429）2145　
　月～土　9:00 ～ 17:00

　とき　9月 12日（日）  8:30 開会
　ところ　大磯中学校グラウンド
　参加資格　大磯町在住、在勤の方
　競技規則　日本ソフトボール協会
　オフィシャルルール
　申込締切　9月 6日（月）
　代表者会議･抽選会
　9月 7日（火） 19:00 ～生涯学習館
問　町体育協会ソフトボール部
　尾崎宅　☎（61）4550

　8 月 1日（日）運動公園野球場、4
チームが参加。
優　勝　東町子供会野球部
準優勝　大磯ドルフィンズ
第３位　大磯山手スパークス
第４位　西小磯東子ども会野球部
問　町体育協会野球部
　和田宅　☎（61）2488

　北鎌倉から葛原岡、大仏へ、海を
遠望する緑の山道を行く健康ハイク
を楽しみませんか。
　とき　9月 15日（水）（雨天中止）
　集合場所･時間　北鎌倉駅前10:00
　コース　北鎌倉駅～天柱峰～葛原
　岡神社～源氏山公園（昼食）～銭
　洗弁天～佐助稲荷神社～大仏坂切
　通し～高徳院鎌倉大仏
　（解散　14:30 頃）
　参加費　400 円（大仏拝観料含、
　保険代等）
　持参　弁当、飲み物、保険証、手袋、
　雨具など
　服装　歩きやすい服装と靴
　申込期限　9月 13日（月）
問・申　スポーツ健康課
　☎内線 309

　とき　10月 18日（月）
　ところ　平塚富士見カントリーク
　ラブ大磯コース
　参加資格　町在住、在勤の 10月
　18日現在で 20歳以上の方
　定員　180人
　参加費　16,000 円（グリーン　
　フィー・キャディーフィー・昼食・
　賞品・パーティー・ロッカー・利
　用税を含む）参加費は申込み受付
　後、郵送する振込通知書で納付し
　て下さい。
　申込み　はがきに住所・氏名・性
　別・生年月日・電話番号・ハンディ
　キャップを記入のうえ、9月19日
　（日）までに秋季町民ゴルフ大会事
　務局まで 〒255-0003 大磯町大
　磯 1022 町ゴルフ協会秋季町民ゴ
　ルフ大会事務局添田地所内へ（同
　日消印有効）
　町会員募集中　特典多数あり　申
　込・詳細は町ゴルフ協会まで
問　町ゴルフ協会（添田地所）
　☎（61）2070

Ｂウェーブ
(産後のシェイプアップ)

鎌倉大仏爽快ハイク
参加者募集

秋季町民ゴルフ大会
ビーチフッティ体験会

浜辺のニュースポーツで健康づくり

人権教育講演会を開催

第 47回
大磯町少年野球大会結果

第 18回町民秋季
男子ソフトボール大会

初秋の鎌倉古道を往く
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大磯親子ふれあい収穫体験参加者募集

　収穫体験や生産農家との交流を通じ、収穫の喜びと食と農の大切さを体験してください。

　地域であなたの経験・技術を活か
したい方、新しい仲間を探したい方
のご参加をお待ちしています。
　とき　10月 1日（金）
　13:30 ～ 16:00
　ところ　生涯学習館２階集会室
　講師　NPO 法人アドバイザー　
　ネットワーク神奈川　代表理事　
　若林　冴子氏
　内容　福祉、ＮＰＯ・協働、女性、
　家族、まちづくり、国際、災害・
　防災、青少年・教育、健康などの
　分野で活動している団体の方の活
　動報告が聞けます。
　申込み　9 月 6 日（月）から電話
　で先着 50人（参加費無料）
問・申　生涯学習課　☎内線 323

「OISO学び塾」
地域活動入門相談会
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　　　　　広報おおいそ　平成22年９月 20

ピースハウス病院ピースハウス病院

ホスピス見学会ホスピス見学会
中井町井ノ口1000-1

ホスピスってホスピスって
なあに？なあに？

日時：

定員：
申込：

先着順20名　無料
月～金曜　10時～16時

2010年9月21日（火）
24日（金）

午後2時～3時半　　

☎0465（81）8904
ピースハウス

平塚秦野IC

秦野中井IC

二宮IC

(株)
テルモ

農協

文 東海大学

土屋橋

　とき　9月 25日（土）
　13:00 ～ 16:30
　ところ　平塚合同庁舎
　（平塚市西八幡 1-3-1）
　対象　不登校や進路で悩んでいる
　児童・生徒、高校中退者、保護者
　等
　内容　①フリースクール等の紹介
　②進路情報説明会③個別相談会
　※参加費無料・事前申込不要
問　県教育委員会子ども教育支援課
　☎045（210）8292

　地域の方、学校、保護者の交流の
場です。大磯の将来を担う子どもた
ちを育てるため、共に語り合いませ
んか。当日は午前中から授業参観も
あります。どなたでもご自由にご参
加ください。
　とき　9月 18日（土）
　14:30 ～ 16:00
　ところ　大磯中学校体育館
問　大磯中学校　☎（61）0073

問・申　NPO法人星槎教育研究所　☎03（5225）6245

　表彰式　平成 23年 1月～ 2月ごろ、表彰式 (各
　部門ごと大磯湘南賞 1人、入賞 3人 ) を開催。
　その他　昨年度の感想文を掲載しているので、　
　ホームページ参照。
問・申　〒259-0111 大磯町国府本郷 1805－2　
　学校法人国際学園内　大磯湘南・市民活動セン
　ター実行委員会「読書感想文募集」係
　☎(71)6047　URL:http://taikengakushu.jp/　

星槎大学市民講座
「旧吉田茂邸再建基金募金協力事業」

不登校生徒・高校中退者のための
進路情報説明会・不登校相談会大磯中学校地域ふれあいの集い

　栄養バランスを考えながら、楽し
く健康的な食生活を工夫してみませ
んか。
　とき　9月 15日（水）
　13:30 ～ 15:30
　講師　長井　梢氏（星槎大学教授）
　参加費　800円
　・申　星槎湘南大磯キャンパス
　☎（71）6048
問

問
問

申・
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　『ファースト･ジャパニーズ　ジョ
ン万次郎』の著者である中濱武彦氏
を講師に迎え、講演会を開催します。
　とき　10月 11日（月･祝） 
　開場　13:00　開演　13:30
　場所　聖ステパノ学園　海の見え
　るホール 
　演題　『チャレンジ人生　ジョン
　万次郎』　～曾孫が語るジョン万
　次郎と大磯ゆかりの群像～
　講師　中濱　武彦氏（ジョン万次
　郎の直系4代目　町内在住の作家）
　定員　200人（事前申込）
　入場料　無料
　申込締切　9月 20日（月）
　申込方法　往復はがきに住所・氏
　名・電話番号・人数（4 人まで）
　を明記し、〒255-0003
　大磯 960-3（はまひるがお内）　
　大磯ガイドボランティア協会宛
問　大磯ガイドボランティア協会
　☎080（3429）2145
　（月～土曜日　9:00 ～ 17:00）

文化講演会を開催

問
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▼
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　専用列車“湘南ひまわり号”で障
がい者と一緒に旅をしませんか。
　とき　10月 3日 ( 日 )
　行き先　葛西臨海公園
　乗車駅　平塚・茅ヶ崎・藤沢各駅
　参加　大人 2,000 円　中・高校
　生 1,000 円　小学生 500円
　募集人員　300 人（障がい者･家
　族200人、ボランティア 100人）
　※専用列車での旅は今回で最後と
　なります。
　申込締切　9月 15日（水）
問・申　湘南ひまわり号事務局
　須藤宅　☎（34）6300

友情列車で旅行に行こう !!

▼
▼

▼
▼

▼
▼

　水彩画の展覧会を開催しますので
お越しください。
　とき　9月 7日（火）～ 12日（日）
　10:00 ～ 17:00
　ただし初日は 13:00 ～、最終日
　は 13:00 まで
　ところ　図書館 2階展示コーナー
　入場料　無料
問・申　原田宅　☎（72）5331

　松原勇吉の写真個展を開催します
のでお越しください。
　とき　9月20日（月）～26日（日）
　平　日　9:00 ～ 18:50
　土日祝　9:00 ～ 16:50
　ただし、21 日（火）は休み、最
　終日は 15:00 までです。
　ところ　図書館 2階展示コーナー
　内容　　写真個展
問・申　松原宅　☎（72）1335

第7回パレットクラブ絵画展

「湘南の富士山展」を開催

▼
▼

▼
▼

▼
▼

読書感想文を募集 !!
町内及び県西部地域在住の方を対象に課題図書と新聞記事の読書感想文を募集します。

　応募規定　400 字詰め原稿用紙またはワープロ
　ソフトを使用（ワープロソフトの場合、「MS ゴ
　シック 11 ポイント、A4 縦、横書き 35 字×35
　字で印字）
　応募期間　9月 25日（土）～ 12月 5日（日）
　応募方法　作品には必ず学校・学年（児童･生徒）、
　住所、氏名、電話番号を明記のうえ、持参また
　は郵送（当日必着）
　結果発表　12月 26日（日）

問 申・

▼

▼
▼

▼
▼

▼

対　象 ①課題図書 ②新聞記事 文字数

小学生
(4年生以上) 200 字以上 800字以内

「ウソじゃないもん」
四年一組ミラクル教室
服部千春著　講談社青い鳥文庫

中学生 ①ま た は②を 選 択 し、
400字以上1,200字以内

「今夜は眠れない」
宮部みゆき著
講談社青い鳥文庫

読書感想文規定の期間内の○○
新聞の記事１編を読了し、自分
の考え方を記述。（応募の際、
読了した新聞記事１編をコピー
添付し日時記載）

高校生

市　民
(一般 )

400字以上1,200字以内

①また は②を 選 択し、
400字以上1,600字以内

「月島慕情」
浅田次郎著
文春文庫

※１：新聞記事の規定期間：平成22年7月25日（日）～11月30日（火）　　※①の課題図書については、大磯町立図書館で貸し出し可能です。　　　

　働きやすい環境づくりについて考
えます。
　とき　10月 2日（土）
　10:00 ～ 12:30
　場所　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　梅永　雄二氏
　（宇都宮大教授）
　参加費　1,000 円

　ユニバーサルデザイン型のクラス
づくりを考えます。
　とき　9 月 23日（木･祝）
　13:30 ～ 16:30
　場所　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　月森　久江氏（杉並区立済
　美教育センター指導教授）
　参加費　1,000 円

　ライフサイクル理論からみた心の
発達から情緒や社会性を育てる環境
を考えます。
　とき　10月 2日（土）
　13:30 ～ 16:30
　場所　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　梅永　雄二氏（宇都宮大教
　授）、佐々木　正美氏（川崎医療
　福祉大特認教授）
　参加費　1,000 円
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発達障害理解セミナーの開催

教室でできる具体的支援 職場における環境調整

ライフサイクルにおける環境調整
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　聖ステパノ学園恒例の「ステパノ
まつり」を開催します。ゲームや模
擬店・作品展示・ミニバザーなどの
ほか、海の見えるホールでは、児童
生徒による歌や人形劇などを行いま
す。
　とき　9月 11日（土）
　10:00 ～ 14:00
　（雨天決行・荒天中止）
　ところ　聖ステパノ学園（JR大磯
　駅前 )
　入場料　無料
　※駐車スペースがありませんので、
　お車でのご来場はご遠慮願います。
問　聖ステパノ学園　☎（61）1298問

ステパノまつり

▼
▼

▼



広報おおいそ　平成22年９月21

ピースハウス病院ピースハウス病院

ホスピス見学会ホスピス見学会
中井町井ノ口1000-1

ホスピスってホスピスって
なあに？なあに？

日時：

定員：
申込：

先着順20名　無料
月～金曜　10時～16時

2010年9月21日（火）
24日（金）

午後2時～3時半　　

☎0465（81）8904
ピースハウス

平塚秦野IC

秦野中井IC

二宮IC

(株)
テルモ

農協

文 東海大学

土屋橋

　とき　9月 25日（土）
　13:00 ～ 16:30
　ところ　平塚合同庁舎
　（平塚市西八幡 1-3-1）
　対象　不登校や進路で悩んでいる
　児童・生徒、高校中退者、保護者
　等
　内容　①フリースクール等の紹介
　②進路情報説明会③個別相談会
　※参加費無料・事前申込不要
問　県教育委員会子ども教育支援課
　☎045（210）8292

　地域の方、学校、保護者の交流の
場です。大磯の将来を担う子どもた
ちを育てるため、共に語り合いませ
んか。当日は午前中から授業参観も
あります。どなたでもご自由にご参
加ください。
　とき　9月 18日（土）
　14:30 ～ 16:00
　ところ　大磯中学校体育館
問　大磯中学校　☎（61）0073

問・申　NPO法人星槎教育研究所　☎03（5225）6245

　表彰式　平成 23年 1月～ 2月ごろ、表彰式 (各
　部門ごと大磯湘南賞 1人、入賞 3人 ) を開催。
　その他　昨年度の感想文を掲載しているので、　
　ホームページ参照。
問・申　〒259-0111 大磯町国府本郷 1805－2　
　学校法人国際学園内　大磯湘南・市民活動セン
　ター実行委員会「読書感想文募集」係
　☎(71)6047　URL:http://taikengakushu.jp/　

星槎大学市民講座
「旧吉田茂邸再建基金募金協力事業」

不登校生徒・高校中退者のための
進路情報説明会・不登校相談会大磯中学校地域ふれあいの集い

　栄養バランスを考えながら、楽し
く健康的な食生活を工夫してみませ
んか。
　とき　9月 15日（水）
　13:30 ～ 15:30
　講師　長井　梢氏（星槎大学教授）
　参加費　800円
　・申　星槎湘南大磯キャンパス
　☎（71）6048
問

問
問

申・
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▼

　『ファースト･ジャパニーズ　ジョ
ン万次郎』の著者である中濱武彦氏
を講師に迎え、講演会を開催します。
　とき　10月 11日（月･祝） 
　開場　13:00　開演　13:30
　場所　聖ステパノ学園　海の見え
　るホール 
　演題　『チャレンジ人生　ジョン
　万次郎』　～曾孫が語るジョン万
　次郎と大磯ゆかりの群像～
　講師　中濱　武彦氏（ジョン万次
　郎の直系4代目　町内在住の作家）
　定員　200人（事前申込）
　入場料　無料
　申込締切　9月 20日（月）
　申込方法　往復はがきに住所・氏
　名・電話番号・人数（4 人まで）
　を明記し、〒255-0003
　大磯 960-3（はまひるがお内）　
　大磯ガイドボランティア協会宛
問　大磯ガイドボランティア協会
　☎080（3429）2145
　（月～土曜日　9:00 ～ 17:00）

文化講演会を開催

問

▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼

▼
▼

　専用列車“湘南ひまわり号”で障
がい者と一緒に旅をしませんか。
　とき　10月 3日 ( 日 )
　行き先　葛西臨海公園
　乗車駅　平塚・茅ヶ崎・藤沢各駅
　参加　大人 2,000 円　中・高校
　生 1,000 円　小学生 500円
　募集人員　300 人（障がい者･家
　族200人、ボランティア 100人）
　※専用列車での旅は今回で最後と
　なります。
　申込締切　9月 15日（水）
問・申　湘南ひまわり号事務局
　須藤宅　☎（34）6300

友情列車で旅行に行こう !!

▼
▼

▼
▼

▼
▼

　水彩画の展覧会を開催しますので
お越しください。
　とき　9月 7日（火）～ 12日（日）
　10:00 ～ 17:00
　ただし初日は 13:00 ～、最終日
　は 13:00 まで
　ところ　図書館 2階展示コーナー
　入場料　無料
問・申　原田宅　☎（72）5331

　松原勇吉の写真個展を開催します
のでお越しください。
　とき　9月20日（月）～26日（日）
　平　日　9:00 ～ 18:50
　土日祝　9:00 ～ 16:50
　ただし、21 日（火）は休み、最
　終日は 15:00 までです。
　ところ　図書館 2階展示コーナー
　内容　　写真個展
問・申　松原宅　☎（72）1335

第7回パレットクラブ絵画展

「湘南の富士山展」を開催

▼
▼

▼
▼

▼
▼

読書感想文を募集 !!
町内及び県西部地域在住の方を対象に課題図書と新聞記事の読書感想文を募集します。

　応募規定　400 字詰め原稿用紙またはワープロ
　ソフトを使用（ワープロソフトの場合、「MS ゴ
　シック 11 ポイント、A4 縦、横書き 35 字×35
　字で印字）
　応募期間　9月 25日（土）～ 12月 5日（日）
　応募方法　作品には必ず学校・学年（児童･生徒）、
　住所、氏名、電話番号を明記のうえ、持参また
　は郵送（当日必着）
　結果発表　12月 26日（日）

問 申・

▼

▼
▼

▼
▼

▼

対　象 ①課題図書 ②新聞記事 文字数

小学生
(4年生以上) 200 字以上 800字以内

「ウソじゃないもん」
四年一組ミラクル教室
服部千春著　講談社青い鳥文庫

中学生 ①ま た は②を 選 択 し、
400字以上1,200字以内

「今夜は眠れない」
宮部みゆき著
講談社青い鳥文庫

読書感想文規定の期間内の○○
新聞の記事１編を読了し、自分
の考え方を記述。（応募の際、
読了した新聞記事１編をコピー
添付し日時記載）

高校生

市　民
(一般 )

400字以上1,200字以内

①また は②を 選 択し、
400字以上1,600字以内

「月島慕情」
浅田次郎著
文春文庫

※１：新聞記事の規定期間：平成22年7月25日（日）～11月30日（火）　　※①の課題図書については、大磯町立図書館で貸し出し可能です。　　　

　働きやすい環境づくりについて考
えます。
　とき　10月 2日（土）
　10:00 ～ 12:30
　場所　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　梅永　雄二氏
　（宇都宮大教授）
　参加費　1,000 円

　ユニバーサルデザイン型のクラス
づくりを考えます。
　とき　9 月 23日（木･祝）
　13:30 ～ 16:30
　場所　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　月森　久江氏（杉並区立済
　美教育センター指導教授）
　参加費　1,000 円

　ライフサイクル理論からみた心の
発達から情緒や社会性を育てる環境
を考えます。
　とき　10月 2日（土）
　13:30 ～ 16:30
　場所　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　梅永　雄二氏（宇都宮大教
　授）、佐々木　正美氏（川崎医療
　福祉大特認教授）
　参加費　1,000 円
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発達障害理解セミナーの開催

教室でできる具体的支援 職場における環境調整

ライフサイクルにおける環境調整
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　聖ステパノ学園恒例の「ステパノ
まつり」を開催します。ゲームや模
擬店・作品展示・ミニバザーなどの
ほか、海の見えるホールでは、児童
生徒による歌や人形劇などを行いま
す。
　とき　9月 11日（土）
　10:00 ～ 14:00
　（雨天決行・荒天中止）
　ところ　聖ステパノ学園（JR大磯
　駅前 )
　入場料　無料
　※駐車スペースがありませんので、
　お車でのご来場はご遠慮願います。
問　聖ステパノ学園　☎（61）1298問

ステパノまつり
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問

消防情報ダイヤル　1(６１)５１５１
消防車の出動情報、休日当番医情報は、
こちらで確認をしてください。通常は、
防災情報（内容は毎月変わります。）が聞
けます。 消防署　1(61)0911

防災行政無線ダイヤル
　　　　　1(６２)１１２２
防災行政無線で放送した内容を電話で
確認できます。
問 危機管理対策室　1内線 241

検診の種類 検診日 対象者 定　員 自己負担金

10 月のがん検診（はがきによる申込制）

肺がん

大腸がん

胃がん

10月 9日（土）、16日（土）
8:30 ～ 11:30 40 歳以上の成人

各日 50人

各日 20 人

600 円

400 円

1,000 円

◎申込み方法
はがき又は町スポーツ健康課窓口（9月 1日から）
でお申込みください。
電話によるお申し込みは受付できません。
定員になり次第、受付は終了させていただきます。
問・申　スポーツ健康課　☎内線 309・310・319
※10月28日（木）の乳がん･子宮がん検診は 10月号の広報で
　お申込み下さい。

問 申・

気象情報
7月

最高気温32.4度　　最低気温20.4度　　平均気温26.2度
総雨量130.0㎜

火事と救急
7月の出動状況

消防車… 29件（火災3件、救助2件、その他24件）
救急車…104件（急病61件、交通事故12件、一般負傷23件、その他8件）

相談の案内［9月］
相 談 名 と 　 き と こ ろ 相談窓口･主管課相 談 内 容 等

人 権 相 談

行 政 相 談

法 律 相 談

消費者生活相談

心 配ごと相談

電話教育相談

こころの健康相談

認 知 症 相 談

児童虐待相談

高齢者介護相談

（老人性痴呆疾患）

憲法で保障されている人権の侵害に関する相談

行政や特殊法人に対する要望や苦情

人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談

児童虐待に関する相談

高齢者の介護に関する相談

相続･離婚・金銭貸借･暴力傷害･債権･債務等、日常
生活の中の法律的な相談

不登校･いじめ等　電話･来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

心の悩みや病気で困っている方やその家族
を対象に精神科医が相談を受けます。
（引きこもりやアルコール等の相談も含む）

認知症の治療や対応の仕方について精神
科医が相談を受けます。

物品、サービス等の契約に関する
トラブル、解約手続き、
商品や訪問販売に関する
苦情等

１６日（木）
１３時～１６時

９日（木）
1３時～１６時

２１日（火）
１３時～１５時３０分（予約制）

９日（木）、1６日（木）
１３時～１６時（予約制）

月～金　９時３０分～１６時
（ただし祝日は除きます）

毎週月曜日～金曜日
（ただし祝日は除きます）
９時～１６時３０分

毎週月曜日～金曜日（ただし祝日は除きます）
８時３０分～１７時１５分

毎週月曜日～金曜日（ただし祝日は除きます）
８時３０分～１７時１５分

お問い合わせください
１３時３０分～１５時４５分（予約制）

お問い合わせください
１３時３０分～１５時４５分（予約制）

月～金 ９時３０分～１９時
土日祝 ９時３０分～１６時３０分

（ただし、年末年始及
び施設管理上実施でき
ない日を除きます）

※法律相談の予約は毎月 1
　日からです。
　（1 日が土・日・祝日の場
　合は、翌日または翌々日）
※1回30分以内

※無料駐車場はありません

福祉センター
「さざれ石」

福祉センター
「さざれ石」

平塚市消費生活センター
1（２１）７５３０

かながわ中央消費生活センター
1０４５（３１１）０９９９

大磯町教育研究所　教育相談窓口
（町立小磯幼稚園内）1（６０）３６７０

大磯町児童虐待相談ホットライン
（子育て支援室内）1（６１）６２１０

大磯町地域包括支援センター
1（６１）９９６６

平塚保健福祉事務所　1（３２）０１３０

社会福祉協議会
1（６１）９３９０

町民課
1（６１）４１００
内線２３７
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会議開催のお知らせ

不用品登録情報

教育委員会定例会

農業委員会総会

9月29日（水）　9時～
図書館　2階大会議室

9月24日（金）　13時30分～
国府支所2階　会議室

　　子ども育成課　☎内線322

　　農業委員会　☎内線358

ゆずります！ゆずってください！

問

問

問

○ゆずります
　電動ベッド、洋タンス、和タンス、　

　一人用こたつ、空気清浄機、マタニ

　ティウェア、学習机、本棚、ミシン、

　雑草焼却バーナー

○ゆずってください
　キーボード、電子ピアノ、自転車　

　（24インチ）、ＣＤラジカセ、アイロン、

　バウンサー、ベビー歩行器、ベビー

　チェア、電動エアロバイク、おりた

　たみ傘、チャイルドシート

　　町民課　☎内線237

不要品の登録やあっせんの受付
　8:30～17:15（土・日・祝日は除きます）
不要品登録状況はホームページ
でもご覧いただけます。

切手 255-8555

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

大
磯
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

郵便番号･住所

氏名･性別

電話番号

希望する検診の種類・
検診日

※75 歳以上の自己負担金は上記金額の半額となります。
※特定検診と同時にがん検診を受診される方は、特定検診申し込み時にお申し込みください。

はがき記入例（必ず全ての項目をご記入ください）

心の保健相談 心の病気に関する悩みを抱えてい
る本人や家族の相談

毎週水曜日、第１第3土曜日
１３時３０分～１５時（予約制）

障害福祉センター
1（７３）４５３０

　男女共同参画推進講演会に参加し
ませんか。
　とき　9月 30日（木）
　14:00 ～ 16:00
　ところ　中井町農村環境改善セン
　ター１階多目的ホール（中井町役
　場となり）
　テーマ　『家庭の中の男の居場所
　～すてきな距離の保ち方～』
　講師　樋口　恵子氏（評論家）
　参加費　無料
　定員　100人（申込順）
　申込期限　9月 17日（金）まで
　申込先　中井町企画課
　申込方法　電話又は電子メールで
　☎0465（81）1112
　E-mail:kikaku@town.nakai.
　kanagawa.jp
　その他　保育あり
問　葛川サミット事務局（政策課内）
　☎内線 205

男女共同参画推進講演会を開催

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

問

▲昨年の櫛魂まつりの様子

Vol.7

　「浦安の舞」などが披露され
る奉納演芸大会や不要な櫛や
縁起物などのお焚き上げが行
われます。当日は県重要文化財
の御神像も公開されます。

　～湯津爪櫛御守が導く良縁～
　湯津爪櫛御守（ゆつつまぐしおまもり）の由来は日本神話。
　六所神社の神様、櫛稲田姫命（くしなだひめのみこと）は、怪獣
八岐大蛇（やまたのおろち）に命を狙われます。絶体絶命という時
に須佐之男命（すさのおのみこと）に助けられ、自らも本性の櫛魂（く
しみたま）に姿を代え力になりました。この櫛魂を形にしたのが「湯
津爪櫛御守」です。櫛には厄災を除く強い霊力がこもり、女性の守
護神ともいわれます。
　この御守りを女性が身につけると、良縁の道が開かれ、男性から
女性に贈ると、「かけがえのない大切な女性の証」となり、女性か
ら困っている男性に真心をこめて贈ると、困難打開の道が開けると
いわれています。

　とき　9月 5日（日）
　ところ　六所神社境内

▼
▼

知ってた!?六所神社は縁結びスポット！！

◎問い合わせ　・六所神社　☎（71）3737
　　　　　　　・観光推進室　☎内線248

六所神社例大祭　櫛魂まつり

2011年 7月 24日

☎0570-07-0101

アナログ放送は見られなくなります！
地デジの準備をお願いします！

地上デジタル放送全般に関する一般的な問い合わせ

☎03-4334-1111
IP 電話等、ナビダイヤルがつながらない方は

（平日　9:00 ～ 21:00　　土･日･祝日　9:00 ～ 18:00）

く　し

　　　　　広報おおいそ　平成22年９月 22
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問

消防情報ダイヤル　1(６１)５１５１
消防車の出動情報、休日当番医情報は、
こちらで確認をしてください。通常は、
防災情報（内容は毎月変わります。）が聞
けます。 消防署　1(61)0911

防災行政無線ダイヤル
　　　　　1(６２)１１２２
防災行政無線で放送した内容を電話で
確認できます。
問 危機管理対策室　1内線 241

検診の種類 検診日 対象者 定　員 自己負担金

10 月のがん検診（はがきによる申込制）

肺がん

大腸がん

胃がん

10月 9日（土）、16日（土）
8:30 ～ 11:30 40 歳以上の成人

各日 50人

各日 20 人

600 円

400 円

1,000 円

◎申込み方法
はがき又は町スポーツ健康課窓口（9月 1日から）
でお申込みください。
電話によるお申し込みは受付できません。
定員になり次第、受付は終了させていただきます。
問・申　スポーツ健康課　☎内線 309・310・319
※10月28日（木）の乳がん･子宮がん検診は 10月号の広報で
　お申込み下さい。

問 申・

気象情報
7月

最高気温32.4度　　最低気温20.4度　　平均気温26.2度
総雨量130.0㎜

火事と救急
7月の出動状況

消防車… 29件（火災3件、救助2件、その他24件）
救急車…104件（急病61件、交通事故12件、一般負傷23件、その他8件）

相談の案内［9月］
相 談 名 と 　 き と こ ろ 相談窓口･主管課相 談 内 容 等
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消費者生活相談

心 配ごと相談

電話教育相談

こころの健康相談

認 知 症 相 談

児童虐待相談

高齢者介護相談

（老人性痴呆疾患）

憲法で保障されている人権の侵害に関する相談

行政や特殊法人に対する要望や苦情

人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談

児童虐待に関する相談

高齢者の介護に関する相談

相続･離婚・金銭貸借･暴力傷害･債権･債務等、日常
生活の中の法律的な相談

不登校･いじめ等　電話･来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

心の悩みや病気で困っている方やその家族
を対象に精神科医が相談を受けます。
（引きこもりやアルコール等の相談も含む）

認知症の治療や対応の仕方について精神
科医が相談を受けます。

物品、サービス等の契約に関する
トラブル、解約手続き、
商品や訪問販売に関する
苦情等
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（ただし、年末年始及
び施設管理上実施でき
ない日を除きます）

※法律相談の予約は毎月 1
　日からです。
　（1 日が土・日・祝日の場
　合は、翌日または翌々日）
※1回30分以内

※無料駐車場はありません
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○ゆずります
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　一人用こたつ、空気清浄機、マタニ

　ティウェア、学習机、本棚、ミシン、

　雑草焼却バーナー
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　キーボード、電子ピアノ、自転車　

　（24インチ）、ＣＤラジカセ、アイロン、

　バウンサー、ベビー歩行器、ベビー

　チェア、電動エアロバイク、おりた

　たみ傘、チャイルドシート

　　町民課　☎内線237

不要品の登録やあっせんの受付
　8:30～17:15（土・日・祝日は除きます）
不要品登録状況はホームページ
でもご覧いただけます。

切手 255-8555
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郵便番号･住所

氏名･性別

電話番号

希望する検診の種類・
検診日

※75 歳以上の自己負担金は上記金額の半額となります。
※特定検診と同時にがん検診を受診される方は、特定検診申し込み時にお申し込みください。

はがき記入例（必ず全ての項目をご記入ください）

心の保健相談 心の病気に関する悩みを抱えてい
る本人や家族の相談

毎週水曜日、第１第3土曜日
１３時３０分～１５時（予約制）

障害福祉センター
1（７３）４５３０

　男女共同参画推進講演会に参加し
ませんか。
　とき　9月 30日（木）
　14:00 ～ 16:00
　ところ　中井町農村環境改善セン
　ター１階多目的ホール（中井町役
　場となり）
　テーマ　『家庭の中の男の居場所
　～すてきな距離の保ち方～』
　講師　樋口　恵子氏（評論家）
　参加費　無料
　定員　100人（申込順）
　申込期限　9月 17日（金）まで
　申込先　中井町企画課
　申込方法　電話又は電子メールで
　☎0465（81）1112
　E-mail:kikaku@town.nakai.
　kanagawa.jp
　その他　保育あり
問　葛川サミット事務局（政策課内）
　☎内線 205

男女共同参画推進講演会を開催

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

問

▲昨年の櫛魂まつりの様子

Vol.7

　「浦安の舞」などが披露され
る奉納演芸大会や不要な櫛や
縁起物などのお焚き上げが行
われます。当日は県重要文化財
の御神像も公開されます。

　～湯津爪櫛御守が導く良縁～
　湯津爪櫛御守（ゆつつまぐしおまもり）の由来は日本神話。
　六所神社の神様、櫛稲田姫命（くしなだひめのみこと）は、怪獣
八岐大蛇（やまたのおろち）に命を狙われます。絶体絶命という時
に須佐之男命（すさのおのみこと）に助けられ、自らも本性の櫛魂（く
しみたま）に姿を代え力になりました。この櫛魂を形にしたのが「湯
津爪櫛御守」です。櫛には厄災を除く強い霊力がこもり、女性の守
護神ともいわれます。
　この御守りを女性が身につけると、良縁の道が開かれ、男性から
女性に贈ると、「かけがえのない大切な女性の証」となり、女性か
ら困っている男性に真心をこめて贈ると、困難打開の道が開けると
いわれています。

　とき　9月 5日（日）
　ところ　六所神社境内

▼
▼

知ってた!?六所神社は縁結びスポット！！

◎問い合わせ　・六所神社　☎（71）3737
　　　　　　　・観光推進室　☎内線248

六所神社例大祭　櫛魂まつり

2011年 7月 24日

☎0570-07-0101

アナログ放送は見られなくなります！
地デジの準備をお願いします！

地上デジタル放送全般に関する一般的な問い合わせ

☎03-4334-1111
IP 電話等、ナビダイヤルがつながらない方は

（平日　9:00 ～ 21:00　　土･日･祝日　9:00 ～ 18:00）

く　し
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お も な 内 容

● 子育て支援総合センターの愛称を募集
● 子ども手当の申請はお済みですか？　　
● 国勢調査にご協力を !! 
● 「町長と語り合う集い」参加者を募集 !! 
● 平成 23年度公募型補助金事業を募集　

…………②
………………②

………………………………③
…………④
……………⑤

　……………………………⑧
…………⑫

…………………⑭
…………………………⑰

…………………………………………⑱

● 9 月 1日は「防災の日」 
● OISO チャレンジフェスティバル 2010　
● 旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑫
● 図書館・郷土資料館だより
● 情報コーナー

※この広報誌は再生紙を使用しています

▲大磯城山公園展望台から眺めるダイヤモンド富士 （写真提供：大磯城山公園）

〔関連記事は３ページ〕
ダイヤモンド富士情報：大磯城山公園…9月１日（水）・2日（木）/日没

照ヶ崎海岸…9月2日（木）・3日（金）/日没（ ）
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8月1日現在
町の人口と世帯

ウルトラマン好きの２歳の男の子です。

３人のおねえちゃんにかわいがられて

います。

※このコーナーに登場してくれるお子

　さんを募集しています。

◎問い合わせ　政策課　☎内線 207

豊川　道くん
平成20年１月16日生

慎さん、妙子さんの長男

みち

撮影者 （広報カメラマン）

① 高田さん　② 上田さん
③ 杉崎さん　④ 太田さん
⑤ 奥野さん

32,809（＋4）
12,534（＋7）

人口
世帯

男  15,999（＋6）  女  16,810（－2）
（　）は前月比

③ 快晴の中多くの人が参加した地曳網
　（7/19・こゆるぎ海岸）

④ みんなで楽しく泳ごうよ／子ども
　 水泳教室　（7/28・照ヶ崎プール）

⑤ 夏の夜空に咲いた花火
　（7/31・なぎさの祭典）

スポーツ健康課　☎内線 310

オクラ　　　　10本

トマト 2 個

なす　　 2 本

ベーコン　 4 ～ 5枚

油　　　 適量

塩・こしょう 適量

①　オクラは、塩でもんで、うぶ毛を取り除く。

②　材料を食べやすい大きさに切る。

③　フライパンでベーコンを焼く。

④　③にオクラ、なすを加えて炒める。

⑤　オクラに火が通ったらトマトを加え、塩・こしょうで

　　味を調える。

Vol.0

オクラとトマトの炒め物

Vol.
6

Vol.
5

写真・レシピ提供

大磯町食生活改善推進団体（ママの会）

オクラのネバネバは、食物繊維の一種であるペクチン等を

成分としていて、おなかの調子を整える効果があります。

大磯御船祭

① 綺麗に飾られた御船（7/18） ② 神輿をわっしょい（7/18）

24
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